
目 指 す は 、 さ ら り と 楽 し く 読 め る 自 治 体 広 報 誌

月刊「広報たるみず」
Public  relations  magazine
Tarumizu  City

コスト 122 円

この建物が
今月の主役

令和 6 年
No.157

5

the  First
女性のための新しい医療体制



平成 28 年度から、垂水市の魅力発信のために、広報たる

みずに「ポストカード」をご用意しました！家族や友人、

恋人に送って、垂水市のPRにご協力をお願いいたします！

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

◎切り取りの際は、ケガにご注意ください。

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

今 月 の ポ ス ト カ ー ド 表 面

P O S T  C A R Dみ ん な で 魅 力 発 信 広報たるみず目次

T A R U M I Z U
C O N T E N T S

過去の
絶妙景観

本号
（５月号）

絶妙景観

絶 妙 景 観
垂 水 市
Exquisite View

Second season

鯉 の ぼ り × 本 城

川 × 子 ど も た ち

こ ち ら
市 長 室

市長コラム

市長の動きは
WEB からご覧
いただけます。

　４月 29 日（月）、公益財団法人
慈愛会理事長の今村英仁様、鹿児島
大学大学院医歯学総合研究科心臓血
管・高血圧内科学教授の大石充様、
鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
生殖病態生理学（産科婦人科学教室）
教授の小林裕明様をはじめ多くの関
係者ご臨席の中、慈愛会垂水サテラ
イトクリニックオープニングセレモ
ニーが開催されました。
　私と今村理事長との出会いは、私
が市長就任直後にさかのぼります。
当時、今村理事長とお会いする機
会があり、「将来、地域医療や社会
貢献として、お互いに連携できない
か」というお話をさせていただきま
した。その後、十数年の時を経て、
本市と公益財団法人慈愛会様との間
で、本市初となる医療機関との「包
括連携協定」や「産婦人科医療体制

確保」に関する協定を締結させてい
ただき、長年の地域課題でありまし
た「産婦人科医療機関」の開設にた
どり着くことができました。
　今回のクリニック開設は、本市
の女性や子育て世代に対し、「地元
で受診できる」選択肢を創出でき
たこと、また大隅地域全体にとっ
ても、新たな医療体制を確保でき
た千載一遇の機会となったと感じ
ております。引き続き、よりよい
医療体制を確保できるよう、緊密
な連携を図ってまいります。
　また、6 月下旬から、40 歳以上
の市民を対象に恒例の健康チェッ
クを開催いたします！市民の皆様
とともに健康長寿を目指したいと
思いますので、多くの皆様のご参
加をお願いいたします。

絶 妙
景 観

春がきた

Exquisite View × Drone

Ｐ 3　ポストカード
Ｐ 5　シネマ・シネマ
Ｐ 17　食改キッチン
Ｐ 18　たるみず歴史・文化散歩
Ｐ 19　新刊との出愛
Ｐ 20　GIGA スクール通信
Ｐ 21　子育て連絡帳
Ｐ 22　心に寄り添う
Ｐ 24　絶妙景観
Ｐ 26　まちの話題 たるトピ
Ｐ 36　Tarumizu Important
　　　  Information
Ｐ 46　プレゼント
Ｐ 47　うぶ声・おくやみ

RegularＰ　6  NEWS ／政策の現在地を知る

　　鹿児島女子短期大学との包括連携協定に
　　基づく事業報告会
      県消防救助技術指導会出場チーム選考会
Ｐ　7  Pick Up INFO

      移住・定住事業のご紹介
Ｐ　8  特集／垂水市内初の産婦人科医療機関

      女性のための新しい医療体制
Ｐ 30  職員紹介

      令和６年度垂水市新体制

鹿 児 島 県 垂 水 市
2024 年（ 令 和 ６ 年 ）
５ 月 1 日 発 行 ／ No.157

◎今月の表紙

慈愛会垂水サテライトクリニック
をドローンで真上から撮影してみ
ました。ジオラマ風の加工により
かわいらしい仕上がりです。
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刺激ある毎
日を

あなたに！

感動の幕が
今あがる！

from
鹿児島ミッテ 10

新作
映画

鹿児島ミッテ 10
1　通常料金
◎一般（18 歳～ 59 歳）2,000 円
◎小人（3 歳～ 17 歳）　1,000 円

2 各種割引料金
学生証・証明書の提示が必要。
◎高校生　　　　　　    1,000 円
◎大学・専門学生　　    1,500 円
◎ 60 歳以上　　　　　 1,300 円
◎ペア 50 割　　二人で 2,800 円
◎障がい手帳をお持ちの方
　　　　　　　　　　    1,000 円
◎レイトショー　　　    1,500 円
　※ 20 時以降上映回

上映内容は、変更になる場合が
ございます。最新
情報はQRからご
確認ください。

み ん な で 魅 力 発 信

今 月 の ポ ス ト カ ー ド 裏 面

P O S T  C A R D

◎ポストカードは、切り取り線に沿って切り取ってください。

◎切り取りの際は、ケガにご注意ください。

POST  CARD

POST  CARD

〔
キ
リ
ト
リ
線
〕

青春 18 × 2
君へと続く道

劇場版『ウマ娘プリティー
ダービー 新時代の扉』

マッドマックス：
フュリオサ

映画
『からかい上手の高木さん』

ミッシング

猿の惑星
キングダム

ボブ・マーリー：
ONE LOVE

帰ってきた
あぶない刑事

公開日 5 月 3 日 金 公開日 5 月 10 日 金 公開日 5 月 17 日 金

公開日 5 月 17 日 金 公開日 5 月 24 日 金

公開日 5 月 31 日 金公開日 5 月 31 日 金

公開日 5 月 24 日 金
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政策の現在地を知る  Tarumizu Hot News

▲ 選考会の様子 ▲ 左から渡邉消防士、神野消防士、川畑副士長、川添副士長

第
46
回
鹿
児
島
県
消
防
救

助
技
術
指
導
会
の
署

内
選
考
会
が
、
３
月
26
日
に
消

防
署
牛
根
分
遣
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
救
助
活
動

に
必
要
な
体
力
、
精
神
力
、
技

術
力
を
養
い
、
模
範
と
な
る
消

防
救
助
隊
員
の
育
成
等
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
、
ビ

ル
で
煙
に
巻
か
れ
た
人
を
救
助

す
る
訓
練
『
ほ
ふ
く
救
出
』
に

３
組
（
２
人
１
組
）
が
出
場
し

ま
し
た
。
選
考
の
結
果
、
川
添

翔し
ょ
う
へ
い平

副
士
長
・
川
畑
亮り

ょ
う

副
士
長

ペ
ア
と
神
野
聖ま

さ

と斗
消
防
士
・
渡

邉
帝た

い

が雅
消
防
士
ペ
ア
が
５
月
31

日
に
県
消
防
学
校
で
開
催
さ
れ

る
県
指
導
会
へ
出
場
し
ま
す
。

垂
水
市
消
防
本
部
で
は
、
市
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に
、

日
々
の
訓
練
に
努
め
ま
す
。 消防本部

総務課
☎ 32-3119

問 企画政策課地域振興係　☎内線 246

移住・定住事業のご紹介移住・定住事業のご紹介
垂水市では、移住・定住人口を増やすため
様々な生活シーンに合わせた事業を実施しています。

Pick Up
INFO

詳しくは市 HP でも ▼

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
と
の
包
括
連

携
協
定
に
基
づ
く
事
業
報
告
会

鹿
児
島
県
消
防
救
助
技
術
指
導
会

出
場
チ
ー
ム
選
考
会

鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
と

垂
水
市
は
、
令
和
４
年

度
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
令
和
５
年
度

に
地
域
活
性
化
等
を
目
的
と
し
た

事
業
を
推
進
し
て
お
り
、
３
月
19

日
に
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、
垂
水
市
公
式
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
た
る
た

る
に
関
す
る
グ
ッ
ズ
や
垂
水
市
の

特
産
品
を
使
用
し
た
料
理
等
の
商

品
開
発
に
つ
い
て
の
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。
参
加
し
た
学
生
た
ち

は
、「
垂
水
市
の
様
々
な
魅
力
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ

の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い

で
す
」「
活
動
を
通
し
て
良
い
経

験
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま

し
た
。
こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、

地
域
活
性
化
等
が
図
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

企画政策課
政策推進係
☎ 内線 245

空き家リフォーム促進事業 結婚新生活支援事業

空き家バンク制度 空き家有効活用推進事業

空き家リフォームに係る費用の一部を補助します。
■対象物件／垂水市空き家バンク登録物件
■対象者
　①空き家に係る所有権又は売却・賃貸を行う
　　ことができる権利を有する者
　②市税の滞納がない者
　③３親等内の親族間での売買・賃貸等
　　でないこと
■補助金額／補助対象工事費の３分の２
　（上限 75 万円）（対象工事費：20 万円以上）

垂水市内で、婚姻し新居を構える若年夫婦世帯に
対し、住居費、リフォーム費、引っ越し費用また
は新生活準備にかかる費用の一部を補助します。
■対象者
　①令和６年１月１日から令和７年３月31日ま
　　でに婚姻届を提出し、本市に住民登録した者
　②婚姻届提出時点で夫婦共に 50歳以下
　③家賃及び市税を滞納していない者　等
■補助金額／上限 15 万円 ～ 60 万円　
　　　　　　（世帯状況等によって異なります）

空き家を売りたい方や貸したい方の空き家物件情
報を垂水市公式ＨＰに掲載し、借りたい方との橋
渡しを行っています。
■対象／賃貸・売却可能な一戸建物件
■空き家バンク登録までの流れ
　①市へ申込書を提出　②現地調査
　③入居者募集（市ＨＰ､窓口で物件情報を公開）
※仲介行為は行いません。
※空き家バンク登録で、家財道具撤去費、リフォー
　ム費の一部補助を受けることができます。

空き家バンク登録物件の空き家内の家財道具など
の処理費用の一部を補助します。
■対象物件／垂水市空き家バンク登録物件
■対象者
　①空き家に係る所有権又は売却・賃貸を行う
　　ことができる権利を有する者
　②市税の滞納がない者
　③３親等内の親族間での売買・賃貸等
　　でないこと
■補助金額／対象経費の３分の２（上限５万円）

補助率
上限額

UP

賃貸住宅家賃助成事業 住宅取得費助成金交付事業
垂水市内で婚姻により新居を構える若年夫婦世帯
又は転入者に対し、賃貸住宅物件（空き家バンク
賃貸物件含む）の家賃の一部を補助します。

■対象物件／市営住宅等の公的賃貸住宅以外の
　　　　　　賃貸住宅（社宅等は除きます）等
■対象者
　①住民登録してから６ヶ月以内、または婚姻　
　　を契機として夫婦のいずれかが転入もしくは
　　転居した日から６ヶ月以内の世帯
　②家賃から住宅手当を差し引いた額を月額　　
　　３万円以上支払う者
　③市税の滞納がない者（世帯全員）　等
■補助金額／月額 5,000 円 ～月額 15,000 円
　　　　　　（世帯状況等によって異なります）

子育て世帯又は転入者（過去１年間本市居住の実態
がない者で、本市に転入して２年以内の者）で、自
ら居住するために、市内に住宅を建設・購入された
方に対し、住宅建設・購入費用の一部を助成します。

■対象物件／住宅取得費用 500 万円以上の物件
■対象者
　①市内で自らが居住するために一戸建て住宅　
　　を建設又は購入し、引き渡しを受けた者
　②住宅取得から１年を経過していない者
　③市税の滞納がない者（世帯全員）　等
■助成額／①子育て世帯　　　50 万円
　　　　　②転入世帯　　　　100 万円
　　　　　③子育て転入世帯　150 万円
※②③は 10 万円分は市内商品券で助成します。
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t h e  F i r s t
「 初 め ま し て 」

の 病 院 が
誕 生 し ま す ！

女
性
の
た
め
の

新
し
い
医
療
体
制

垂
水
市
内
初
の
産
婦
人
科
医
療
機
関

特
集

ココです。

市民館

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
上
で
、
必
要
不
可
欠
な
医
療
。

垂
水
市
内
の
医
療
機
関
に
よ
り
、
私
た
ち
の
日
々
が
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
令
和
６
年
５
月
７
日
、
本
市
が
進
め
る
「
産
婦
人
科
医
療
体
制
確
保
事
業
」
を
通
じ
て

女
性
の
た
め
の
新
し
い
医
療
機
関
が
誕
生
し
ま
す
。垂水市役所

PHANTOM4  PRO  V2.0

本写真は、本市所有のドローン
（愛称：ファントムくん）で撮影

したものです。ドローンの運用
は「運用に関する要綱」を定め、
安全運用を心掛けております。
撮影日：令和 6 年 4 月 9 日

82024（令和６）５月 -広報たるみず9 Tarumizu  City  Public  Relations



photo 提供：公益財団法人慈愛会　今村総合病院（①⑥⑦）

　

垂
水
市
の
郷
土
史
で
あ
る
「
垂
水
市

史
（
下
巻
）」
に
は
、
昭
和
初
期
に
「
助

産
所
」
が
12
か
所
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
関
係
者
か
ら
の

聞
取
り
に
よ
る
と
、
平
成
29
年
３
月
に

惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
閉
院
し
た
「
垂
水

徳
洲
会
病
院
」に
は
、昭
和
62
年
頃
ま
で
、

診
療
科
目
の
一
つ
と
し
て
産
婦
人
科（
分

娩
の
取
扱
い
は
な
い
）
が
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
現
在
垂
水
市
内
に

産
婦
人
科
医
療
機
関
は
な
く
、
女
性
が

婦
人
科
診
療
や
妊
婦
健
診
等
を
行
う
際

  

「
産
婦
人
科
が
な
い
」
と
い
う

  

地
域
課
題
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
。

所  在  地

診療時間

外  来
予  約  制

診  療  日

垂水市本町 77

公益財団法人慈愛会

慈愛会垂水サテライトクリニック

13：30 ～ 16：30

火曜日・木曜日  ※祝日除く

電話予約受付（火曜日・木曜日）

13：30 ～
16：00
0994-35-1583

WEB
受 付

  

慈
愛
会

  

垂
水
サ
テ
ラ
イ
ト

  

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
？

　

５
月
７
日
、
子
育
て
や
医
療
等
に
お

い
て
、
本
市
と
連
携
し
て
い
る
公
益
財

団
法
人
慈
愛
会
（
今
村
総
合
病
院
等
を

運
営
す
る
法
人
）
が
、
本
市
初
と
な
る

産
婦
人
科
医
療
機
関
「
慈
愛
会
垂
水
サ

テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
設
し
ま

す
。
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
分
娩
は
取

扱
い
ま
せ
ん
が
、
妊
婦
健
診
や
更
年
期

外
来
、
女
性
の
心
身
の
不
調
に
対
す
る

漢
方
治
療
等
が
行
わ
れ
、
女
性
の
た
め

の
新
し
い
医
療
環
境
が
誕
生
し
ま
す
。

  

垂
水
市
と

  

公
益
財
団
法
人
慈
愛
会

  

と
の
連
携

　

本
市
と
慈
愛
会
は
、
今
か
ら
約
２
年

前
の
令
和
４
年
５
月
10
日
に
「
垂
水
市

と
公
益
財
団
法
人
慈
愛
会
と
の
包
括
連

携
協
定
」
を
締
結
し
、
垂
水
市
民
の
妊

娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
り
、
安
心

し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
充
実

や
、
医
療
・
健
康
に
関
す
る
こ
と
等
、

６
つ
の
連
携
事
項
に
基
づ
き
、「
元
気

な
垂
水
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
連

携
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
、
同
会
か
ら
医
師
や
専
門
職
の

協
力
を
得
て
、「
言
語
相
談
会
（
言
語

に
関
す
る
課
題
が
あ
る
乳
幼
児
に
対
す

る
言
語
聴
覚
士
に
よ
る
相
談
・
検
査
）」

や
「
講
演
会
（
出
産
・
子
育
て
・
女
性

の
悩
み
等
に
関
す
る
講
演
）」・「
女
性

が
ん
検
診
（
女
性
が
ん
検
診
を
同
会
医

療
機
関
で
受
診
で
き
る
）」
等
の
実
施

に
加
え
、
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
、「
垂

水
市
に
お
け
る
産
婦
人
科
医
療
導
入
」

に
つ
い
て
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

は
、
垂
水
市
外
の
医
療
機
関
を
受
診
す

る
こ
と
が
日
常
的
と
な
り
、
身
体
的
、

経
済
的
、
時
間
的
な
負
担
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
、
本
市
と
慈
愛

会
に
て
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
令
和
５

年
12
月
18
日
に
「
産
婦
人
科
医
療
体
制

確
保
事
業
に
関
す
る
協
定
」
を
新
た
に

締
結
し
、
慈
愛
会
が
垂
水
市
内
に
産
婦

人
科
医
療
機
関
を
開
設
・
運
用
し
、
本

市
が
医
療
体
制
確
保
に
必
要
な
経
済
的

支
援
（
補
助
金
）
を
慈
愛
会
に
対
し
て

行
う
こ
と
で
、
女
性
の
健
康
長
寿
の
延

伸
と
、
子
育
て
世
代
が
安
心
し
て
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
の
整
備

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
「
地
域
課
題
を
少
し
で
も
早
く
軽
減

し
た
い
」
と
い
う
両
者
の
熱
意
と
、
肝

属
郡
医
師
会
や
垂
水
市
議
会
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
も
と
、
協
議
開
始
か
ら
約
１
年
、
慈

愛
会
垂
水
サ
テ
ラ
イ
ト
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

オ
ー
プ
ン
が
実
現
し
ま
し
た
。

▼産婦人科医療
　体制確保事業

▼詳細情報

市民館

至  垂水市役所

国
道

220
号 よしとみ

クリニック

セブン
イレブン ココ

包括連携協定を締結R04.05.10

本市から慈愛会へ
産婦人科についての
ご提案（事業案）

R05.03.09

第 1 回 zoom 会議
※本市と慈愛会との会議

R05.05.15

第 2 回 zoom 会議R05.06.13

第 3 回 zoom 会議R05.07.19

第 4 回 zoom 会議R05.08.17

第 5 回 zoom 会議R05.09.07

全体対面会議R05.09.21

第 6 回 zoom 会議R05.10.20

垂水市議会  全員協議会R05.11.20

第 7 回 zoom 会議R05.12.15

産婦人科医療体制
確保事業に関する
協定締結

R05.12.18

クリニック工事開始R06.01.15

クリニック工事完了R06.03.29

クリニックオープンR06.05.07

全体対面会議R06.04.12

オープニング
セレモニー
※セレモニーの模様は
　6 月号掲載予定。

R06.04.29

第 8 回 zoom 会議R06.02.15

第 9 回 zoom 会議R06.03.14

※上記期間内には、現地視察や
　関係機関への説明等を実施。

クリニック開設までの主な流れ 1

2

3

4

5

6 7 8 9

②入口から見たロビー（受付の方はイメージです。実際の受付スタッフではありません。）　
③受付から見たロビー　④中待合室　⑤問診室　⑥入口　⑦車椅子対応トイレ　⑧⑨診察室

①クリニック外観　※①～⑨の写真は、開設準備期間中に撮影されたものです。医療機器等の配置は変更になる場合がございます。予め
ご了承ください。また写真提供・撮影にご協力いただきました今村総合病院広報室の皆様に、この場を借りて御礼申し上げます。
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垂
水
市
内
初
の
試
み

  
サ
テ
ラ
イ
ト

  

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
？

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
そ
の
名
が
示
す

と
お
り
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
」
の
医
療
機

関
で
す
。「
サ
テ
ラ
イ
ト
型
」
と
は
、
母

体
病
院
か
ら
離
れ
た
場
所
で
外
来
診
療

を
行
う
も
の
で
あ
り
、
今
回
の
場
合
は
、

「
母
体
病
院
＝
今
村
総
合
病
院
」と
な
り
、

同
病
院
の
「
産
科
・
婦
人
科
」
の
専
門

医
等
が
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
て
診
察
に

あ
た
り
ま
す
。

  

す
べ
て
の
女
性
の

  

笑
顔
と
健
康
を

  

支
え
る

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、
分
娩
施
設
で
は

な
い
た
め
、
産
科
に
つ
い
て
は
、「
妊
娠

の
診
断
」か
ら「
34
週
ま
で
の
妊
婦
健
診
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
妊
婦
健
診
は
、
分
娩

予
定
の
医
療
機
関
で
行
う
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
妊
婦
さ
ん
の
体
調
や

予
定
に
併
せ
て
、
地
元
で
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
婦
人
科
に
つ
い
て
は
、
思
春

期
か
ら
老
年
期
ま
で
の
す
べ
て
の
女

性
を
対
象
に
、
生
理
痛
、
貧
血
、
不

正
出
血
、帯
下
の
相
談
、更
年
期
外
来
、

女
性
の
心
身
の
不
調
に
対
す
る
漢
方

治
療
の
ほ
か
、
車
イ
ス
や
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
の
方
も
診
察
可
能
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
市
民
館

等
で
行
っ
て
い
る
本
市
の
「
子
宮
頸

が
ん
検
診
」
を
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

  

「
地
元
で
診
察
で
き
る
」

  

と
い
う
選
択
肢

　

ど
こ
の
病
院
で
受
診
す
る
か
は
、

も
ち
ろ
ん
個
人
の
自
由
で
す
が
、
今

回
の
取
組
を
通
じ
て
、「
地
元
で
診
察

を
受
け
ら
れ
る
」
と
い
う
選
択
肢
を

新
た
に
提
供
で
き
る
こ
と
は
、
女
性

の
皆
様
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

医
療
体
制
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

貴島　佳子
日本産婦人科学会専門医
今村総合病院産科・婦人科　部長
慈愛会垂水サテライトクリニック院長

毎日忙しい女性の皆さん、子宮頸がん検診受
けていますか？婦人科系の気になる症状を忙
しいから、恥ずかしいからと、後回しにして
はいませんか？産婦人科には、子宮頸がん・
卵巣腫瘍・クラミジア感染症など、症状の無
い、もしくは軽いうちに発見し、早期治療や
定期的な検査で進行を防げる病気がたくさん
あります。生理痛などは、良く効く薬が開発
され我慢しない時代になってきています。自
分の健康と人生を守るのは、あなたの行動で
す。ぜひ本クリニックをご活用ください。

ク リ ニ ッ ク 院 長 今 村 総 合 病 院 の 産 科 ・ 婦 人 科 の 専 門 医 等 が
慈 愛 会 垂 水 サ テ ラ イ ト ク リ ニ ッ ク に 来 て

診 察 に あ た り ま す 。

今村総合病院の
産科・婦人科の
医師のご紹介
①貴島医師
②兒島医師
③飯尾医師

1

2 3

DATA

市民ニーズ調査結果

民営医療機関の開設を選んだ理由

１
経営の専門性

2
迅速な事業実現

3
産科医確保が困難

産婦人科医療体制確保事業の実施にあたっては、令和 5 年 6 月から 7 月にかけて、垂
水市内在住の女性を対象に「市民ニーズ調査」を実施しました。詳細な結果は、垂水市
WEB サイトにも掲載しています。

市民ニーズ調査の結果、「垂水市内に産科・婦人科の医療機関が開院されたら受診したいと思いま
すか」の問いに対し、「はい」が 1,031 名・66％、「いいえ」が 103 名・7％「どちらともいえな
い・わからない」が 433 名・28％でした。「いいえ・どちらともいえない・わからない」の理由は、

「受診予定がない」が最も多く、次いで「情報不足（どのような医療機関ができるか分からないた
め判断できない）」でした。その他、開院を期待するご意見もあり、総じて、本市内における「産
婦人科医療機関の開設」については、市民ニーズは高いことが分かりました。

「 民 営 医 療 機 関 」 に お け
る経営の専門性やノウハ
ウを最大限に活かすこと
で、医療体制の安定確保
に向けた課題の一つであ
る「収支の黒字化」を図
るため、「民営医療機関」
での開設を選択しました。

全国的に産科医確保が難
し い と 言 わ れ て い る 中、
垂水市内に「産婦人科医
療機関」を開設できる機
会は、非常に稀なケース
であるため、本市として
は、この機会をしっかり
と形にし、市民ニーズに
応 え る た め、「 民 営 医 療
機関」での開設を選択し
ました。

「公立医療機関」と「民営医療機関」
では、開設までのプロセスが異な
るため、開設実現までの時間と費
用が大きく異なります。特に「公
立医療機関」の場合は、設計委託
や工事委託、指定管理に関する仕
様や指定管理者の選定、各種条例
等の策定等、複数年度の準備期間
等が必要となるため、より迅速な
事業実現のため、「民営医療機関」
での開設を選択しました。

◆目　的　　産婦人科の利用状況と必要性の把握
◆対象者　　垂水市在住の 20 歳～ 80 歳代の女性／ 5,478 人
◆期　間　　令和 5 年 6 月 8 日～ 7 月 7 日
◆回答数　　1,619 人
◆回答率　　29.6％

市民ニーズ調査結果 ▼

Q1 ／垂水市内に産科・婦人科
の医療機関が開院されたら、
受診したいと思いますか。

どちらとも言えない
わからない

28%
はい
66%いいえ 7%

産婦人科医療機関の開設には、「公立医療機関」と「民営医療機関」の 2 つの方法があり
ますが、産婦人科医療体制確保事業では、次の 3 つの理由から「民営＝慈愛会による医
療機関」での開設を選択いたしました。
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食
し ょ っ か い

改
キッチン

SECOND  SEASON
ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 133mm：19,000 円～ 広  告

Healthmate recipe of this month

食改さんをご紹介

宮城 素
そ み こ

美子さん、小村 佐
さ わ こ

和子さん

今月のレシピ

豆腐バーグの野菜あんかけ
今月のレシピを調理したのは、

井川 嘉
か よ

代さん、市野 美
み り こ

里子さん、
立山 道

み ち こ

子さん

豆腐バーグの野菜あんかけの完成です！

食改
完了

【２人分あたり】
エネルギー　474kcal
食塩相当量　4.0 ｇ

① 豆腐はキッチンペーパーで包
　 み電子レンジ（600W）で３分
　 加熱する。

②  ①を冷ましながら、水切りを
　 する。

③ しめじは石づきを落としてほ
　 ぐし、人参は短冊切り、小松
　 菜は食べやすい長さに切る。

⑦ フライパンにごま油を熱し、
　 ⑥を入れて両面焼きながら中
　 まで火を通し、器に盛る。

⑥ ⑤を小判型に成型する。 ④ 鍋に B を入れて火にかけ、③を
　 加えて加熱する。小松菜がし
　 んなりしたら火を止める。

⑧  同じフライパンに④を汁ごと
　 移し、オイスターソース、Ｃの水
　 溶き片栗粉を加えて混ぜる。

⑨ ⑧を器に盛った⑦にかけれ
　 ば・・・

⑤ ボウルに①を入れて潰し、鶏
　 ひき肉と A を加えてよく練り
　 混ぜる。

２ １３

４５６

７８９

【材料】（２人分）
□もめん豆腐／ 1/2 丁
□鶏ひき肉／ 80ｇ

　　□おろし生姜／小さじ 1/2
　　□塩こしょう／少々
　　□片栗粉／大さじ 2
　　□ごま油／小さじ 1

□しめじ／ 1/2 パック
□人参／ 30ｇ
□小松菜／ 1 株

　　□中華スープの素／小さじ 1
　　□水／ 200ml

□オイスターソース／大さじ 1　　

　　□片栗粉／大さじ 1
　　□水／大さじ 1

B

A

C
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た
る
み
ず
歴
史
・
文
化
散
歩

第 48 回

（
垂
水
史
談
会
会
員
・
中
谷
潤
心
）

大
津
絵
節

　
「
大
津
絵
節
」
の
大
津
絵
と
は
、
江
戸
時

代
近
江
の
国
（
滋
賀
県
）の
大
津
と
京
都
を

結
ぶ
逢お

う
さ
か
の
せ
き

坂
関
で
、
旅
人
の
手
軽
な
土
産
物

と
し
て
売
ら
れ
て
い
た
民
画
・
護
符
で
す
。

　

中
で
も
、
藤
娘
・
鬼
の
寒
念
仏
・
雷
公
・

外
法
大
黒
・
鷹
匠
・
座
頭
・
瓢
箪
鯰
・
槍

持
奴
・
弁
慶
・
矢
の
根
男
と
い
う
代
表
的

画
題
は
「
大
津
絵
十
種
」
と
呼
ば
れ
、
こ

の
画
題
に
ち
な
ん
だ
歌
詞
の
音
曲
や
俗
曲
、

お
よ
び
舞
踊
も
う
ま
れ
、
こ
れ
を
大
津
絵

節
や
大
津
絵
踊
り
と
言
い
ま
す
。

　

大
津
絵
節
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
時
代

の
変
化
や
各
所
に
伝
播
す
る
う
ち
に
、
曲

や
歌
詞
に
は
い
く
つ
か
の
派
生
が
生
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

特
に
有
名
な
の
は
嘉
永
か
ら
明
治
に
か

け
て
流
行
し
た
曲
節
で
、
近
松
門
左
衛
門

作
の
浄
瑠
璃
「
冥
途
の
飛
脚
」（
※
「
梅
川

忠
兵
衛
」
と
も
呼
ば
れ
る
）
の
物
語
を
歌

い
込
ん
だ
「
大
阪
を
立
ち
退
い
て
」
が
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
津
絵
節
は
、
特
に
幕
末
か
ら
全
国
的

に
流
行
し
、
日
本
の
各
地
に
多
く
の
替
え

歌
が
で
き
ま
し
た
。
鹿
児
島
で
は
「
お
ち

え
節
」
と
も
呼
ば
れ
、
桜
島
の
大
正
噴
火

を
歌
っ
た
「
鹿
児
島
大
津
絵
節
」
な
ど
も

作
ら
れ
ま
し
た
。
柊
原
地
区
で
は
、
明
治

時
代
か
ら
大
津
絵
節
が
歌
わ
れ
て
お
り
、

昭
和
初
期
に
な
っ
て
、
関
西
に
働
き
に
出

て
い
た
若
い
女
性
た
ち
が
帰
郷
す
る
際
に

柊
原
に
持
ち
帰
り
、
再
び
大
津
絵
節
が
広

ま
り
踊
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会

　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
踊
り
手

も
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た
平
成
21
年
に
、

柊
原
在
住
の
森
山
稔
氏
が
発
起
人
と
な
り
、

地
域
の
有
志
と
「
柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
す
。
以
降
、
地
区
の
文
化

祭
や
垂
水
市
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
踊

り
を
披
露
し
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
年
間
十
数
回
訪
問
し

た
り
す
る
な
ど
、
市
内
の
伝
統
的
舞
踊
か

ら
す
る
と
新
し
い
芸
能
文
化
団
体
で
あ
り

ま
す
が
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会
が
レ
パ
ー
ト

リ
ー
と
し
て
い
る
大
津
絵
節
は
５
演
目
あ

り
、「
大
阪
を
立
ち
退
い
て
」
で
始
ま
る
『
大

阪
』、
忠
臣
蔵
の
物
語
に
お
い
て
、
赤
穂
浪

士
の
吉
良
邸
討
ち
入
り
を
支
援
し
た
義
商

天
野
屋
利
兵
衛
が
登
場
す
る
『
泉
洲
堺
』、

同
じ
く
忠
臣
蔵
の
早
野
勘
平
と
千
崎
彌
五

郎
が
出
て
く
る
『
天
罰
』、
歌
舞
伎
「
加
賀

見
山
再
岩
藤
」
の
内
容
を
歌
っ
た
『
加
賀

見
山
』、
陰
陽
師
安
倍
晴
明
の
出
生
説
話
を

も
と
に
、
浄
瑠
璃
や
歌
舞
伎
「
し
の
だ
づ

ま
」
の
話
を
歌
に
し
た
『
く
ず
の
葉
』、
実

話
の
心
中
事
件
を
題
材
と
し
た
歌
舞
伎「
明

鳥
花
の
濡
衣
」
の
あ
ら
す
じ
を
歌
っ
た
『
明

け
が
ら
す
』
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

保
存
会
は
こ
れ
か
ら
も
、
大
津
絵
節
な

ど
の
踊
り
を
通
し
て
多
く
の
方
に
笑
顔
を

届
け
て
い
き
ま
す
。
催
事
の
折
に
は
、
ぜ

ひ
柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会
を
お
呼
び
た
て

く
だ
さ
い
。

▲ 柊原郷土芸能保存会の皆さん

大
津
絵
節
と

　
　 
柊
原
郷
土
芸
能
保
存
会

新刊との出愛

技あり !
モーレツ植物ずかん 1

成瀬は
信じた道をいく

マリは
すてきじゃない魔女

監修／長谷部 光泰
出版／鈴木出版

著／宮島 未奈
出版／新潮社

著／柚木 麻子
出版／エトセトラブックス

厳しい自然界を生きぬくために不
思議な仕掛けや思いもよらない仕
組みを編み出してきた植物たち。
不足する栄養を補うために虫を食
べる植物などを紹介する。

知らぬ間に多くの人に影響を与
えながら、我が道を突き進む成
瀬あかり。幼馴染の島崎が故郷
に帰ると、成瀬が書置きを残し
て失踪して・・・！？

11 歳の魔女・マリは「魔法は自分
のために使ってはいけない」とい
うきまりを忘れ、大騒ぎを起こし
てしまう。 大人たちは、「すてき
な魔女」になりなさいというが…。

【５月の図書館の休館日】　７日（火）、13 日（月）、20 日（月）、27 日（月） 垂水市立図書館　☎ 32-7111
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「GIGA スクールのまち 垂水」
～ 「ふるさと垂水を愛し、誇りにする子ども」を育成する教育の推進 ～

　垂水市は、豊かな自然に囲まれ、芸術・文化に触れる機会も多く、地域の方々が学校教育に積極的に協
力してくださるなど、恵まれた教育環境にあります。そこで、垂水市教育委員会は、「ふるさと垂水を愛し、
誇りにする子ども」の育成を教育理念として掲げ、市内各小・中学校と連携し、様々な教育活動に取り組
んでいます。特に、令和３年度から、授業等における一人一台端末の効果的な活用に重点化を図り、「GIGA
スクールのまち 垂水」を合い言葉に、以下の取組みを行ってきました。

　　「GIGA スクールのまち 垂水」の主な取組み

● 授業での ICT 機器（タブレット等）の効果的活用
　 多様な考えに触れ、交流する他校との遠隔合同授業
　 一人ひとりの学習状況や学び方に応じ、学力を高める自由進度学習　等

● プログラミング教育の推進
　 鹿児島高専の学生「ロボギャルズ」によるプログラミング教室

● 子どもの心身の状況を的確に把握
　 子ども一人ひとりの心身の状況を教職員が把握し、組織で適切な声掛け
　 等に役立てるアプリ「スクールライフノート」の活用

● 家庭学習での ICT 機器の効果的活用
　 端末の持ち帰りを推進し、AI ドリルを活用した個に応じた家庭学習の奨励、自主学習のさらなる活性化

GIGA スクール通信 vol.26
　令和３年度から、GIGA スクールによる一人一台端末を本格的に活用した教育が始まった
垂水市。ここでは、市民の皆様に、GIGA スクールはどういったものなのか解説するととも
に、各校の取組みを紹介することで、GIGA スクール構想を基にした教育に親しみを持って
いただければと思います。

　これらの取組みの結果、子どもの学習意欲等が高まり、鹿児島学習定着度調査の結果にも大きな改善傾
向が見られるなどの成果が現れました。また、垂水市の先進的な取組みが認められ、令和５年度は「教育
DX 推進自治体表彰 2023」を受賞しました。

　令和６年度は、右図のとおり、「交流と発信」をテーマ
に、学んだことや自分の考え、ふるさと垂水市について
調べたことをまとめる活動の充実を図ります。その活動
の中で、ICT 機器の活用を通して得た情報の適否を判断
し、目的に応じて情報を選択して表現するなどの情報活
用能力を高め、「ふるさと垂水を愛し、誇りにする子ども」
の育成をめざします。各号で、垂水市教育委員会の取組
みと市内各小・中学校の教育活動の様子を「GIGA スクー
ル通信」として紹介いたしますので、ぜひご覧ください。 

交 流 発 信

小規模校間の遠隔合同授業
垂水小学校との遠隔合同授業

ふるさと教育・児童生徒の
作品や学びの発信の工夫 

＋
情 報 の 解 釈

　　令和６年度テーマのイメージ

▲ 市民館前の紹介ボード

子育て支援センター

　３月 14 日に、「心を育てる育児 ～ 支援者の役割」と
題し、臨床心理士の鮫島氏をお招きし、講座を開催しま
した。これはファミサポ交流会の一環の講座で、提供会
員としてお子さんを預かる際に子どもの心を理解する一
助となるようなノウハウを学びました。子育て支援セン
ターでは、さまざまなイベントを開催しています。

01.

子育て支援センター日記

０ 歳 か ら 就 学 前 の お 子 さ ん と 保 護 者 の 応 援 セ ン タ ー
で す。 一 緒 に 遊 ん だ り、 考 え た り で き る、 子 育 て の
ヒントや人との出会いがいっぱいある場所です。

５/3 金 - 休館

５/6 月 - 休館

５/10 金 14:00 わらべうた

５/13 月 10:00 おもちゃ病院

５/17 金 11:00 わらべうた

5/24 金 14:00 わらべうた

毎週 月 11:00 ベビーマッサージ

毎週 火 11:00
おはなしなぁに？
＆プチリトミック

◦ 垂水市子育て支援センター　☎ 0994-31-3052
　10：00 ～ 16：00（土、日、祝日、年末年始を除く）

乳幼児健康診査 乳幼児の病気の予防と、早期発見および健康の保持・増進
を目的に実施しています。必ず受診してください。

開 催 ５/29（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 30 分 ～ 午後 1 時 45 分

対 象 者 令和６年１月生

持 参 品
①通知書（健診票）

②母子健康手帳 ③バスタオル

３か月児健康診査

開 催 ５/ ８（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分 ～ 午後 1 時 15 分

対 象 者 令和３年 10 月 ～ 11 月生

持 参 品
①通知書（健診票）②母子健康手帳 

③歯ブラシ ④コップ ⑤タオル

２歳６か月児歯科健康診査

開 催 ５/29（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分 ～ 午後 1 時 15 分

対 象 者 令和５年 10 月生

持 参 品
①通知書（健診票）

②母子健康手帳 ③バスタオル

６～８か月児健康診査

開 催 ５/ １（水）　垂水市文化会館

受 付 午後 1 時 00 分 ～ 午後 1 時 15 分

対 象 者 令和４年９月 ～ 10 月生

持 参 品
①通知書（健診票）②母子健康手帳 

③歯ブラシ ④コップ ⑤タオル

１歳６か月児健康診査

◦ 保健課　健康増進係　☎内線 138・164

垂 水 市 の 子 育 て 関 連 情 報 を ご 紹 介 し ま す 。

子育て連絡帳

02.

５月行事予定
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広  告 ここは有料広告のページです。申込先：垂水中央印刷（垂水市指定有料広告代理店）☎ 0994-32-0315 ／１枠：横 88mm×縦 133mm：19,000 円～

　

た
と
え
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
障

害
・
認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
適
切

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
・
利
用
が
重

要
で
あ
り
、
介
護
保
険
関
係
事
業
所
は
、

そ
の
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、

介
護
老
人
福
祉
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
掲
載
し
ま
す
。

心
に
寄
り
添
う

垂
水
市
内
の

介
護
保
険
関
係
事
業
所
を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

介
護
老
人
保
健
施
設
と
は

　

医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
家
庭
へ
の

復
帰
を
目
指
す
施
設
で
す
。

■ 

介
護
老
人
福
祉
施
設
と
は

　

寝
た
き
り
等
で
、
常
に
介
護
が
必
要
で
在

宅
生
活
が
難
し
い
方
の
た
め
の
施
設
で
す
。

■ 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
は

　

居
宅
で
養
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な
高

齢
者
に
対
し
、
養
護
等
を
行
う
施
設
で
す
。

Vol.7

垂水市錦江町１番地 226

☎ 0994-32-0063

FAX 0994-32-6895

【養護老人ホーム】
養護老人ホーム

垂水華厳園
垂水市本城 221 番地

☎ 0994-32-2851

FAX 0994-32-3258

【介護老人福祉施設】
特別養護老人ホーム

恵光園

【介護老人保健施設】

老人保健施設
絆

老人保健施設
コスモス苑

人としての権利を大切に
するためにその人らしい

生活を支える

特徴

日々の生活の中で、季節に
沿った行事等を行い、自分
らしく生活ができるよう、
利用者様・ご家族様の気持
ちに寄り添った介護を目標
に取組んでいます。

垂水市錦江町１番地 140

☎ 0994-32-5200

FAX 0994-32-5280

垂水市田神 3536 番地 1

☎ 0994-32-6161

FAX 0994-32-6163

経 験 を 積 み、 介 護 福 祉 士
の資格を取得できました。
ま た、 育 児 中 で す が、 周
りのサポートや同じ建物
内にある託児所を利用で
き、働きやすい環境です。

何時の日も、やさしい手
のぬくもりをわすれない

特徴

医 療・ 福 祉 に 関 す る 専 門
職 が 揃 っ て お り、 利 用 者
の安定した健康状態の維
持や生活機能向上を目的
に多職種からなるチーム
で支援します。

働く人の声

利用者と職員が明るく楽
しい時間を共有できる機
会 も 多 く、 と て も や り が
いのある仕事です。経験、
資格がなくても学びなが
ら働くことができます。

働く人の声
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◎場　所／高峠つつじヶ丘公園
◎撮影者／垂水市企画政策課秘書広報係
◎撮影日／令和６年４月 18 日（木）
◎絶妙景観写真ダウンロードは、
　左記 QR コードより

絶 妙
景 観

春がきた

Exquisite View × Drone



まちの話題

たるトピ
たるみずトピックス

　３月 10 日、鹿屋市役所で令和６年鹿屋地域自
衛隊入隊（入校）者壮行会が開催されました。今
回垂水市からは、岩元拓

た く ま

馬さん、岩下千
せ ん り

里さん、
森田善

よ し ま る

丸さんの３人が自衛隊に入隊、入校します。
我が国の平和と独立を守る自衛隊は、国防のみな
らず大規模災害時等においても国民生活を守るべ
く、多大な貢献を果たしています。「国を守る」
という任務を担われ、それぞれのポジションでご
活躍されることを、心から祈念申し上げます。

令和６年鹿屋地域
自衛隊入隊（入校）者壮行会

　３月 10 日、垂水市文化会館で第 10 回たるみず吹奏楽フェスタが開催されました。同フェスタは、垂水
市内で吹奏楽を行う学校・団体が一堂に会する音楽イベントで、垂水吹奏楽団の主催により行われるもので
す。結成 10 周年を迎えた同楽団は、これまで、子どもから大人まで幅広い世代が吹奏楽を続けられる環境
づくりを行ってきました。今回のテーマは「感謝」で、垂水小学校金管バンド、垂水中央中学校吹奏楽部、
垂水高等学校、垂水吹奏楽団、コールエスポワールが参加し、素晴らしい演奏を奏でました。また、会場では、
能登半島地震の被災地へむけた義援金の募金活動も行われ、29 日に市長室で贈呈式が行われました。今回
の義援金は、垂水市社会福祉協議会から日本赤十字社を経て、被災地へ届けられます。垂水吹奏楽団の丸山
宏
ひ ろ の ぶ

信事務局長は「団員全員が賛同していただき今回の募金活動となりました。募金してくださった来場者の
皆様に心から感謝いたします。被災地の１日も早い復興をお祈り申し上げます」と話しました。

「感謝」の思いを込めた第 10 回たるみず吹奏楽フェスタ
ならびに能登半島地震への義援金贈呈

▲ 素晴らしい演奏をありがとうございました ▲ 義援金贈呈式

　３月４日、協和小学校で宮崎県串間市立福島小
学校との遠隔合同授業が行われました。これは、
垂水市の GIGA スクール構想のひとつである「学
びの保障（オンラインによる遠隔合同授業の拡
充）」に関する取組みです。当日は、５・６年生
が参加し、お互いの地域の特色や学校自慢等を発
表し、楽しく交流を深めていました。児童は「串
間市のよさをたくさん知ることができ、行ってみ
たくなりました」と話しました。

協和小学校の児童
宮崎県の児童とオンライン交流

学
校

行
事

行
事

　３月 16 日から 31 日までの期間、垂水市市民館で
一万田妙

た え

先生の個展／木目込み人形・古布人形の世
界が開催されました。これは、先生の教え子である
垂水南中学校昭和 42 年卒業生有志の皆様が主催し
たものです。一万田先生は、27 歳から木目込み人形
の制作を手がけられており、96 歳になられた今も制
作を続けられています。一万田先生は「私の手遊び
のお人形が、教え子たちとの絆でこのように展示さ
れて、本当に私は幸せです」と話しました。

先生と教え子の絆が生んだ一万田妙先生の個展
期間内に 630 人の来場者を魅了する

▲ 木目込み人形の作品

▲来場者と談笑する一万田先生 ▲ 一万田先生と今回の個展の開催を企画した教え子の方々

　３月 12 日、本城川でアユの稚魚放流が行われ
ました。これは、いつまでも豊かで、アユが住み
続けられる本城川を維持する目的で本城川のアユ
を見守る会が企画したものです。当日は、水之
上子ども園の園児 19 人と水之上小学校の児童 23
人が参加し、約 2,000 尾の稚魚を放流しました。
堀之内彩

あ み

心さん（４年）は「貴重な体験で楽しかっ
たです。アユを食べたことがないので食べてみた
いです」と話しました。

水之上子ども園の園児と
水之上小学校の児童がアユを放流

　３月 14 日、江ノ島幼稚園の園児が能登半島地震
の被災地へ日本赤十字社を通して募金を送りまし
た。同園では、日頃からお誕生日会のおやつ代の一
部を「まごころの箱」（募金箱）に入れ、被災地に送っ
てきました。これは、雲仙普賢岳噴火の被災地へ募
金を送ったのを始まりに、30 年以上前から行われ
ています。今回は、179,193 円を被災地へ送り、園
児たちは「ぼくたちの気持ちが送れてよかった。早
く困っている人に届いたらいいな」と話しました。

江ノ島幼稚園の園児
被災地へ募金を送る

学
校

行
事

行
事

※３月時点の学年で表記しています。
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まちの話題

たるトピ
たるみずトピックス

　３月 22 日、柊原小学校をこの春卒業した児童
が制作した壁画が完成しました。同校では、これ
までも卒業生が壁画を描いて巣立っています。こ
の春の卒業生たちもその伝統を継承して、修学旅
行や綱引き大会等小学校生活を振り返りながら思
い出を描きました。卒業生の篠原聖

し ょ う え い

英さんは「６
年間の思い出を振り返りながら夢中で描きました」
と話し、長峰颯

さ つ き

紀さんは「柊原小学校の明るく楽
しい雰囲気が伝われば嬉しいです」と話しました。

柊原地区の眞宗寺で
お茶の文化に触れる

　３月 17 日、宮崎県で開催された宮崎県空手道
選手権大会でワールド極真会館垂水道場生の堂
脇謙

け ん し ん

心さん（垂水小６年）、岩切茉
ま り あ

梨愛さん（協
和小６年）、中村哲

て っ し ょ う

捷さん（桜島中２年）が優秀
な成績を収めました。中学２・３年生男子の部
軽量級に出場した中村さんは「優勝しか狙って
いませんでしたが、優勝できてうれしかったで
す。体のキレもよく動くことができました。強
さの秘訣は、練習あるのみです」と話しました。

ワールド極真会館垂水道場生
優秀な成績を収める

活
躍白井兄弟、国体での活躍を報告活

躍

行
事

国道 220 号沿いの壁に
柊原小学校の卒業生思い出を残す

学
校

　３月 18 日、燃ゆる感動かごしま国体のソフトテ
ニス競技で入賞した白井一

い っ せ い

静さんと大
だ い き

希さんが市
長室を訪れました。47 年ぶりに成年男子種目で入
賞した一静さんは「延期となりモチベーションを保
つのが大変でしたが、国体世代の同級生の分まで頑
張ることができてよかったです」と話し、少年男子
種目で入賞した大希さんは「日本チャンピオンとし
てプレッシャーを感じた大会でしたが、人生で１番
良い試合をすることができました」と話しました。

　３月 21 日、柊原地区の眞宗寺でお茶会が開催さ
れました。これは、お茶文化に触れてもらいながら、
地元の方々の交流や親睦の場を提供する目的で同
寺が企画したものです。当日は、半

は ん と う

東 ( 茶会の進
行等 ) を中谷潤

じ ゅ ん し ん

心さんが、点
て ま え

前 ( お茶たて ) を弟の
朋

と も き

生さんが務め、参加した 13 人は、厳かな空気の
中、貴重な体験をしました。潤心さんは「なかな
かお茶席に参加する機会がないので、お寺がその
ご縁を創出できてよかったです」と話しました。

※３月時点の学年で表記しています。

　３月 23、24 日、鹿児島ふれあいスポーツランド
（鹿児島市）等で 2024JR 九州 CUP ちびっこサッカー

フェスティバルが開催され、垂水サッカースポー
ツ少年団が出場しました。同大会には、32 チーム
が出場し、主将の上野敦

あ つ き

生さん（垂水小５年）は「九
州大会では、レベルの違いを感じました。もっと
練習してチームを強くしたいです」と話しました。

【団員大募集！】ご興味のある方は下記まで！　

団員・体験練習の受付は代表：髙野 ☎ 090-9564-9508

　３月 27 日、今年小学校へ入学する新１年生へ
の交通安全教材等の贈呈式がありました。これは、
子どもたちに事故なく安全に通学してほしいとの
願いから、園田陸運株式会社様が平成３年から行っ
ている取り組みです。交通ルールを守りましょう。

【新１年生へ贈られた交通安全教材】
■黄色い雨傘・鉛筆／園田陸運株式会社
■クリアファイル／垂水地区交通安全協会
■ランドセルカバー／日本コープ共済生活協同組合連合会
■反射材付き防犯ホイッスル／垂水市

　３月下旬、寄附金の募集を行っていた道の駅た
るみずの広場にある『国旗日の丸ふるさとの碑』
の修繕工事が始まりました。この碑は、瀬戸海峡

（現在の桜島口付近）で造船され、日本の船の印
として初めて日の丸を掲げた昇平丸を後世に伝え
たいと、国旗日の丸発祥の碑建立期成会が平成 25
年に建立したものです。同会の堀内貴

た か し

志さんは「改
修工事を行い、今後も日の丸のゆかりの地として
発信していきたいと思います」と話しました。

【お問い合わせ先】国旗日の丸発祥の碑建立期成会
　　　　　　　　  事務局長 堀内　☎ 090-2345-9432

垂水サッカースポーツ少年団
九州大会出場

活
躍県土地改良事業団体連合会表彰活

躍

　３月 26 日、大迫森
も り お

生さん（柊原）が鹿児島県土
地改良事業団体連合会の永年勤続表彰を受賞され、
市長室を訪れました。大迫さんは、20 年間にわた
り垂水市土地改良区等の理事を務められ、田畑や
農業用施設の整備等に尽力されてきました。大迫
さんは「このような賞を受賞できるとは思っても
いませんでした。妻の支えで、今日まで続けるこ
とができました」と話しました。次世代に引き継
いでいきたいと力強く宣言してくださいました。

交通安全に気を付けてね！
新１年生へ交通安全教材贈呈

学
校

地
域

国旗日の丸発祥の碑建立期成会
寄附金で修繕工事を開始

※３月時点の学年で表記しています。
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高齢者・子育て支援を
分かりやすく

［  職 員 紹 介  ］
新 年 度 に 伴 い、 人 事 異 動 が

行 わ れ ま し た。 各 課 ご と に

職員をご紹介します。 令 和６年 度 垂 水 市 新 体 制

市  長
名 前／尾

お わ き

脇  雅
ま さ や

弥 

１.
総
務
課

本
館
２
階

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

濵　

久
志

人
事
行
政
係
／
☎
内
線
２
２
４

主
幹
兼
係
長

脇　

秀
樹

副
主
幹

長
友　

聡

副
技
幹

小
牧　

直
子

主
査

松
元　

寛
之

主
事

谷
川　

覚
子

主
事

坂
元　

陽
祐

主
事
補

冨
松　

文
哉

安
心
安
全
係
／
☎
内
線
２
２
３

課
長
補
佐
兼
係
長

西
川　

了
助

主
事
補

山
野　

将
治

派
遣
職
員

大
隅
肝
属
広
域
事
務
組
合

主
査

松
元　

香
織

鹿
児
島
県
商
工
労
働
水
産
部
産
業
立
地
課

主
事

永
山　

貴
丸

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
組
合

主
事

瀬
戸
口　

和
樹

2.
企
画
政
策
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

堀
留　

豊

総
括
監

二
川　

隆
志

本
館
２
階

本
館
３
階

3.
財
政
課

本
館
２
階

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

園
田　

保

財
務
係
／
☎
内
線
２
６
５

4.
税
務
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

吉
崎　

亮
太

管
理
収
納
係
／
☎
内
線
１
３
２

参
事

福
島　

哲
朗

主
幹
兼
係
長

大
迫　

真
由
美

主
査
（
再
任
用
）

髙
田　

総

主
任
主
事

田
口　

智
哉

主
事

田
之
上　

元

市
民
税
係
／
☎
内
線
１
３
０

係
長

石
川　

聡

主
査

岩
元　

哲
広

主
事

木
脇　

有
沙

主
事

吉
村　

浩
介

主
事
補

前
田　

彩
花

固
定
資
産
税
係
／
☎
内
線
１
３
７

本
館
１
階

5.
市
民
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

福
元　

美
子

市
民
係
／
☎
内
線
１
４
２

係
長

新
屋　

亜
矢

主
査

有
馬　

英
朗

主
査
（
再
任
用
）

篠
原　

彰
治

主
事

白
澤　

こ
の
み

主
事

岩
重　

果
奈

主
事
補

田
之
上　

智
美

国
保
係
／
☎
内
線
１
４
０

参
事

森
永　

公
洋

主
幹
兼
係
長

岩
下　

つ
ぐ
み

主
任
主
事

安
樂　

光
彦

主
任
技
師

浦
元　

麻
衣

主
任
主
事

富
﨑　

裕
貴

主
事

福
留　

菜
央

主
事

大
迫　

亮

主
事
補

大
渡　

菫

相
談
係
／
☎
内
線
１
４
６

（
消
費
生
活
相
談
）
☎
内
線
１
６
５

主
幹
兼
係
長

海
老
原　

裕
貴

7.
保
健
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

永
田　

正
一

健
康
増
進
係
／
☎
内
線
１
２
１

係
長

小
田　

幸
宏

主
任
技
師

平
嶺　

絵
里
加

主
任
主
事

川
井
田　

紗
姫

技
師

宮
田　

裕
香

技
師

桐
野　

由
実

技
師

新
福　

愛
実

主
事

山
口　

翼

技
師

元
山　

果
南

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係

新
館
１
階

8.
福
祉
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

新
屋　

一
己

援
護
係
／
☎
内
線
１
２
５

課
長
補
佐
兼
係
長

鵜
飼　

一
伸

主
任
主
事

兒
島　

祐
哉

主
任
主
事

瀬
戸
口　

優
樹

地
域
福
祉
係
／
☎
内
線
１
２
６

参
事

岡
山　

洋
恵

主
幹
兼
係
長

馬
渡　

美
紀

主
事

篠
原　

龍
志

障
害
福
祉
係
／
☎
内
線
１
２
７

係
長

久
木
田　

敬

新
館
１
階

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

6.
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局

本
館
１
階
／
別
館
１
階

牛
根
支
所
／
新
城
支
所

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

事
務
局
長
（
併
任
）
福
元　

美
子

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

    

☎
内
線
２
２
６

主
幹
（
併
任
）

海
老
原　

裕
貴

主
査

下
舞　

昇
吾

別
館
１
階

秘
書
広
報
係
／
☎
内
線
２
２
１

係
長

庭
田　

英
幸

主
査

酒
勾　

直
基

主
任
主
事

永
田　

幸
秀

主
事

関　

安
梨
寿

主
事

白
澤　

大
輔

主
事
補

森
田　

莉
乃

政
策
推
進
係
／
☎
内
線
２
４
５

課
長
補
佐
兼
係
長

羽
生　

文
彦

主
任
主
事

福
永　

幸
代

主
事

隈
﨑　

静
花

主
事

迫
田　

幸
司

地
域
振
興
係
／
☎
内
線
２
４
６

係
長

岩
元　

卓
史

主
査

福
島　

康
彦

主
事

石
原
口　

千
恵

主
事

塩
満　

一
輝

主
事
補

横
路　

め
い

Ｄ
Ｘ
推
進
係
／
☎
内
線
３
５
３

係
長

山
下　

智
徳

主
査

山
元　

剛
樹

主
事
補

鶴
田　

成
貴

主
幹
兼
係
長

堀
留　

省
吾

主
査

下
茂　

尚
太

主
査

境
田　

由
紀

主
任
主
事

壱
岐　

ゆ
り
恵

主
幹
兼
係
長

野
元　

悟

主
査

船
間　

誠
志

主
査

秋
葉　

由
香
里

主
査

吉
﨑　

裕
美
子

契
約
・
財
産
管
理
係

　
　
　
　
　

        

☎
内
線
２
２
２

係
長

末
松　

博
昭

主
査

安
藤　

太
志

技
術
主
査（
再
任
用
）
園
田　

昌
幸

主
任
主
事

山
下　

雄
輔

副
主
幹

中
井　

薫
子

牛
根
支
所
／
☎
３
６—

２
０
０
１

新
城
支
所
／
☎
３
５—

２
０
０
１

　
　
　
　
　

        

☎
内
線
５
６
７

課
長
補
佐
兼
係
長

大
迫　

均

技
術
主
査

前
田　

真
由
佳

主
査

倉
岡　

伸
地

子
育
て
支
援
係
／
☎
内
線
１
２
４

主
幹
兼
係
長

葛
迫　

洋

主
査

海
田　

康
士
郎

主
査

前
田　

恭
仁
子

主
事

福
留　

早
苗

主
事

中
濵　

大
輝

主
事

北
迫　

淳

病
院
老
人
保
健
施
設
管
理
係

　
　
　
　
　

        

☎
内
線
１
６
７

係
長

宮
迫　

佑
治

主
査

谷
川　

智
彦

主
事

廣
谷　

文
那

介
護
保
険
係
／
☎
内
線
１
２
０

係
長

瀬
脇　

恵
寿

主
査

前
田　

康
晴

主
査

四
元　

奈
々

主
事

迫
田　

美
和

主
事

末
吉　

和
薫

地
域
包
括
ケ
ア
係

　
　
　
　
　

 

☎
３
２—

５
１
１
１

課
長
補
佐
兼
係
長

小
池　

康
之

主
査

市
木　

秀
俊

技
術
主
査

早
田　

友
紀

主
査
（
再
任
用
）

和
泉　

洋
一

令和６年度から
市役所の組織が一部
変 更になりました。

ＤＸ推進係 を新 設

デジタル技術を活用し、自治体ＤＸを推進
するため、ＤＸ推進係を新設しました。

NEW

企画政策課
ＤＸ推進係

企画政策課
政策推進係

Ｎ
Ｅ
Ｗ

統計業務
移管

デジタル
技術活用

総務課  情報統計係

再編前

福

祉

課

地域福祉係

援護係

障害福祉係

子育て支援係

保

健

課

健康増進・
元気プロジェクト係

病院老人保健施設
管理係

介護保険係

地域包括ケア係

地域包括支援
センター

再編後

福

祉

課

地域福祉係

援護係

障害福祉係

介護保険係

地域包括ケア係

地域包括支援
センター

保

健

課

病院老人保健施設
管理係

子育て支援係

健康増進係

元気プロジェクト係

NEW NEW

NEW

NEWNEW

➊高齢者支援の強化
　高齢者福祉対策を所管する課が保健課と
　福祉課に分散していたため、よりよい住
　民サービスを提供できるよう、保健課の
　介護保険係、地域包括ケア係、地域包括支
　援センター係を福祉課に移管しました。

➋子育て支援の強化
　児童福祉と母子保健の一体的な提供がで
　きる体制を整えるため、子育て支援係を
　保健課に移管しました。

➌健康長寿をさらに推進
　健康長寿事業の主軸である「たるみず元
　気プロジェクト」をさらに充実させるため
　健康増進係と元気プロジェクト係に分割
　し、より効果的な事業展開を図ります。

教育長
名 前／坂

さ か も と

元  裕
ひ ろ と

人 

副市長
名 前／海

え び は ら

老原  廣
こ う た つ

達 

就 任／ 平成 2 9 年４月 就 任／ 平成 2 3 年１月 就 任／ 令和５年７月
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18.
教
育
総
務
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

草
野　

浩
一

庶
務
係
／
☎
３
２—

７
２
１
１

課
長
補
佐
兼
係
長

村
山　

滋

主
任
主
事

峯
元　

大
輔

主
事

明
石　

雄
允

主
事

前
田　

有
希

垂
水
小
学
校　

学
校
主
事

（
再
任
用
）

梅
本　

高
秀

市
民
館
２
階

20.
社
会
教
育
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

大
山　

昭

社
会
教
育
係
／
☎
３
２—

０
２
２
４

課
長
補
佐
兼
係
長

山
下　

明
文

主
任
主
事

前
田　

美
沙

主
事

山
﨑　

裕
次
郎

主
事
補

中
鉢　

悠
汰

主
事
補

池
田　

乃
彩

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
　
　
　

☎
３
２—

７
５
５
１

課
長
補
佐
兼
係
長

大
薗　

俊
一

副
主
幹

川
畑　

正
臣

市
民
館
１
階

体
育
館
／
文
化
会
館

21.
消
防
本
部

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

消
防
長

（
消
防
司
令
長
）

市
來　

幸
三

消
防
本
部
／
☎
３
２—

１
０
１
９

次
長
兼
署
長

（
消
防
司
令
）

岩
元　

昭
一

総
務
課
長

（
消
防
司
令
）

湊
﨑　

浩
一

警
防
課
長

（
消
防
司
令
）

内
田　

勝
英

総
務
課
主
幹
兼
庶
務
係
長

（
消
防
司
令
）

坂
元　

隆
博

警
防
課
主
査
予
防
兼
救
急
係

（
消
防
士
長
）

後
迫　

浩
一
郎

県
消
防
学
校
派
遣

（
消
防
司
令
補
）

水
迫　

勇
樹

消
防
署
第
１
分
隊

総
務
課
課
長
補
佐
兼
消
防
団
係
長
／
第
１

分
隊
長（
消
防
司
令
）
杢
田　

稔

総
務
課
消
防
係
長
／
第
１
副
分
隊
長

（
消
防
司
令
補
）

下
瀬　

智
寛

消
防
署
本
署

牛
根
分
遣
所

10.
農
林
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

森　

秀
和

農
政
係
／
☎
内
線
２
３
９

係
長

港　

友
和

主
査

井
之
上　

鮎
美

主
任
主
事

上
原　

明
生

主
事

木
脇　

翔

振
興
係
／
☎
内
線
２
４
１

主
幹
兼
係
長

岩
山　

章
洋

副
主
幹

福
崎　

敦
美

主
任
主
事

浦
元　

駿
本
館
２
階

12.
水
産
商
工

観
光
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

松
尾　

智
信

水
産
係
／
☎
内
線
２
２
８

係
長

駿
河　

博
之

主
事
補

鳥
越　

吾
蓮

商
工
業
推
進
係
／
☎
内
線
２
６
６

係
長

後
迫　

智
洋

新
館
２
階

13.
土
木
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

東　

弘
幸

管
理
用
地
係
／
☎
内
線
３
３
０

主
幹
兼
係
長

瀬
角　

貴
子

副
主
幹

前
田　

哲
郎

主
査
（
再
任
用
）

鹿
屋　

勉

土
木
係
／
☎
内
線
３
５
０

係
長

牧
野　

寿
一

技
術
主
査

大
迫　

真
一

主
任
技
師

前
下　

敬
佑

技
師

竹
園　

一
騎

技
師
補

八
重
尾　

祥
太

技
師
補

下
本
地　

柊
弥

建
築
係
／
☎
内
線
３
４
０

技
術
主
査

横
峯　

吏

技
術
主
査

秋
山　

幸
賀

技
師

田
中　

琢
登

新
館
３
階

14.
会
計
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

坂
口　

美
保

会
計
係
／
☎
内
線
１
３
３

主
幹
兼
係
長

河
口　

め
ぐ
み

主
査

山
元　

さ
ゆ
り

本
館
１
階

11.
農
業
委
員
会

事
務
局

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

事
務
局
長

米
田　

昭
嗣

農
地
係
／
☎
内
線
２
３
２

次
長
兼
係
長

堀
之
内　

耕
一

主
査

神
川　

綾
本
館
２
階

15.
水
道
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

岩
元　

伸
二

業
務
係
／
☎
内
線
１
２
９

課
長
補
佐
兼
係
長

前
田　

直
高

主
事
補

渡
邉　

晴
矢

工
務
係
／
☎
内
線
１
３
５

技
幹

小
野　

勝
志

係
長

川
上　

日
夫

技
師

野
口　

顕
正

新
館
２
階

16.
議
会
事
務
局

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

事
務
局
長

橘　

圭
一
郎

議
事
係
／
☎
内
線
３
５
８

係
長

川
井
田　

弘
毅

主
任
主
事

村
山　

徹

主
事

森
田　

隼
人

本
館
３
階

17.
監
査
事
務
局

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

事
務
局
長

大
迫　

隆
男

監
査
事
務
局
／
☎
内
線
３
５
６

主
査
（
再
任
用
）

榎
園　

雅
司

本
館
３
階

19.
学
校
教
育
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

川
﨑　

史
明

学
校
教
育
係
／
☎
３
２—

７
２
１
３

主
幹
兼
係
長

西
川　

郁
代

主
幹
兼
指
導
主
事

今
村　

圭

主
幹
兼
指
導
主
事

中
川　

寛
仁

副
主
幹
兼
指
導
主
事

蓮
子　

さ
ゆ
り

市
民
館
２
階

9.
生
活
環
境
課

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ

課
長

有
馬　

孝
一

環
境
衛
生
係
／
☎
３
２—
１
２
９
７

係
長

岡
田　

幸
治

主
査
（
再
任
用
）

港　

耕
作

主
任
主
事

肥
後　

和
成

主
事
補

曽
山　

開
人

施
設
管
理
係
／
☎
３
２—

１
２
９
７

課
長
補
佐
兼
係
長

大
津　

幸
彦

主
幹

紺
屋　

昭
男

副
主
幹

鎌
田　

貴
光

主
事

橋
口　

拓
也

環
境
セ
ン
タ
ー

主
事

黒
木　

禎
之

技
師
補

德
富　

太
一

林
務
耕
地
係
／
☎
内
線
２
０
０

課
長
補
佐
兼
係
長

篠
原　

勝
彦

主
査

川
畑　

直
紀

技
術
主
査

小
田　

洋
司

技
師

前
田　

健
太
郎

主
査

小
池　

誉

主
事
補

川
畑　

佑
平

観
光
・
ジ
オ
パ
ー
ク
係

　
　
　
　
　

        

☎
内
線
２
４
９

係
長

迫
田　

和
文

主
査

感
王
寺　

佳
奈

主
査

川
畑　

健
祐

主
事
補

穂
山　

歩
美

国
土
調
査
係
／
☎
内
線
２
６
１

係
長

村
下　

浩
和

主
査

梶
原　

剛

主
事
補

坂
倉　

恭
平

学
校
給
食
係
／
☎
３
２—

０
５
５
０

課
長
補
佐
兼
係
長

山
本　

優
一
郎

主
事

岩
元　

圭

主
事

田
口　

美
緒

主
事
補

髙
嶺　

光
佑

主
事
補

末
吉　

美
樹
子

警
防
課
第
２
予
防
係
長

（
消
防
司
令
補
）

迫
田　

仁
一

警
防
課
主
査
救
急
係　

（
消
防
司
令
補
）

宮
迫　

満

総
務
課
主
査
庶
務
係

（
消
防
司
令
補
）

福
重　

俊

総
務
課
主
査
消
防
係　

（
消
防
士
長
）

大
山　

憲
二

警
防
課
主
査
予
防
係

（
消
防
士
長
）

園
田　

幸
平

警
防
課
主
査
救
急
係　

（
消
防
士
長
）

中
窪　

大
介

総
務
課
主
査
消
防
団
係

（
消
防
副
士
長
）

北
園　

直
哉

警
防
課
主
査
警
防
係

（
消
防
副
士
長
）

川
村　

誠
哉

総
務
課
主
事
庶
務
係

（
消
防
副
士
長
）

川
畑　

亮

警
防
課
主
事
補
救
急
係

（
消
防
士
）

神
野　

聖
斗

総
務
課
主
事
補
消
防
係

（
消
防
士
）

渡
邉　

帝
雅

警
防
課
主
事
補
警
防
係

（
消
防
士
）

前
之
原　

将
歩

総
務
課
主
事
補
庶
務
係

（
消
防
士
）

山
内　

裕
仁

消
防
署
第
２
分
隊

警
防
課
第
１
予
防
係
長
／
第
２
分
隊
長

（
消
防
司
令
補
）

大
重　

秀
嗣

警
防
課
警
防
係
長
／
第
２
副
分
隊
長

（
消
防
司
令
補
）

厚
地　

政
寛

警
防
課
救
急
係
長

（
消
防
司
令
補
）

西
原　

隆
明

総
務
課
副
主
幹
消
防
団
係

（
消
防
司
令
補
）

港　

浩
久

警
防
課
主
査
予
防
係　

（
消
防
士
長
）

外
村　

敬
彦

警
防
課
主
査
警
防
係

（
消
防
士
長
）

髙
野　

健
太
郎

総
務
課
主
査
消
防
係

（
消
防
士
長
）

永
濵　

一
茂

警
防
課
主
査
救
急
係

（
消
防
士
長
）

福
元　

傑

総
務
課
主
査
消
防
団
係

（
消
防
副
士
長
）

内
村　

雄
太

警
防
課
主
査
救
急
係

（
消
防
副
士
長
）

新
福　

拓
也

総
務
課
主
査
庶
務
係

（
消
防
副
士
長
）

金
城　

大
己

警
防
課
主
事
補
予
防
係

（
消
防
士
）

宮
田　

光
弥

総
務
課
主
事
補
消
防
団
係

（
消
防
士
）

今
村　

優
心

総
務
課
主
事
補
庶
務
係

（
消
防
士
）

吉
田　

隆
之
介

消
防
署
牛
根
分
遣
所
（
第
１
班
）

所
長
・
第
１
班
長

（
消
防
司
令
補
）

丸
山　

悟

警
防
課
主
査
予
防
係

（
消
防
士
長
）

前
原　

悠

総
務
課
主
査
消
防
係

（
消
防
士
長
）

冨
松　

勇
人

総
務
課
主
査
消
防
団
係

（
消
防
副
士
長
）

永
野　

孝
一

警
防
課
主
任
警
防
係

（
消
防
副
士
長
）

川
添　

翔
平

消
防
署
牛
根
分
遣
所
（
第
２
班
）

副
所
長
・
第
２
班
長

（
消
防
司
令
補
）

上
野　

潤
也

総
務
課
主
査
庶
務
係

（
消
防
士
長
）

山
内　

航
平

警
防
課
主
査
救
急
係

（
消
防
士
長
）

神
田　

晋
太
郎

総
務
課
主
査
消
防
係

（
消
防
副
士
長
）

龍
﨑　

唯
一

警
防
課
主
事
補
警
防
係

（
消
防
士
）

松
嵜　

龍
征

代 表 電 話 に お 問 い 合 わ
せ い た だ き、 内 線 番 号
を お 伝 え い た だ く と、
ご 希 望 の 係 ま で す ぐ に
お繋ぎできます。

問 垂水市役所（代 表） 
☎ 0994-32-1111
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錦江湾奥会議連携

湾奥の魅力
鹿児島市
姶良市
霧島市

Tarumizu
Important
Information

垂水市の大切な情報が
ぎゅっとつまってます

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

in
協
和

　

協
和
地
区
の
自
然
に
触
れ
な
が
ら
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
で
健
康
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
in
猿
ヶ
城
は
、

　

今
回
、協
和
地
区
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

５
月
26
日
（
日
）

　
　
　
　
　

※
小
雨
決
行

■
時
間　

８
時
30
分 

～ 

12
時
（
予
定
）

■
集
合
場
所

　

協
和
地
区
さ
く
ら
公
園

　
（
垂
水
市
海
潟
６
４
３
）

■
対
象
者　

小
学
生
以
上

※
小
学
生
は
全
員
保
護
者
の
承
諾
書
が
必

　

要
で
す
。

※
４
年
生
以
下
は
保
護
者
（
指
導
者
）
同
伴

　

で
お
願
い
し
ま
す
。

■
コ
ー
ス

　

さ
く
ら
公
園 

～ 

中
俣
橋 
～ 
荒
崎
パ
ー
キ

　

ン
グ 

～ 

中
俣
海
岸
線 

～ 

さ
く
ら
公
園

■
申
し
込
み
期
限

　

５
月
15
日
（
水
）

■
参
加
料　

無
料

■
そ
の
他

　

お
や
つ
、
水
筒
等
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

3
0
9
1

垂
水
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

開
場
時
間
変
更

　

５
月
１
日
か
ら
、
垂
水
市
公
設
地
方
卸

売
市
場
の
開
場
時
間
が
、
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

■
開
場
時
間　

５
時 

～
20
時

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
農
林
課　

農
政
係

　

☎
内
線
２
３
９

令
和
６
年
第
２
回

市
議
会
定
例
会
（
案
）

■
会
期
日
程

　

５
月
24
日
（
金
）
議
会
運
営
委
員
会

　

５
月
31
日
（
金
）
本
会
議
（
開
会
）

　

６
月
13
日
（
木
）
一
般
質
問

　

６
月
14
日
（
金
）
一
般
質
問

　

６
月
17
日
（
月
）
産
業
厚
生
委
員
会

　

６
月
18
日
（
火
）
総
務
文
教
委
員
会

　

６
月
27
日
（
木
）
議
会
運
営
委
員
会

　

6
月
28
日
（
金
）
本
会
議
（
閉
会
）

※
日
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
時
間

　

本
会
議
：
10
時
～

　

一
般
質
問
等
：
９
時
30
分
～

■
本
会
議
傍
聴

▲詳しくは
　HP から

第
36
回
鹿
児
島
県
子
ど
も
芸
術

祭
典
in
垂
水

　

子
ど
も
た
ち
が
リ
ア
ル
な
舞
台
芸
術
に

出
会
う
機
会
の
創
出
や
理
性
・
感
性
を
豊
か

に
し
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
未
来
を
育
む

目
的
で
行
わ
れ
る
特
別
な
祭
典
で
す
。

■
開
催
日　

５
月
22
日
（
水
）

■
時
間

　

午
前　

開
場
：
９
時
45
分　

開
演
：
10
時

　

午
後　

開
場
：
17
時
45
分　

開
演
：
18
時

■
会
場　

キ
ラ
ラ
ド
ー
ム
（
武
道
館
）

■
観
劇
料　

５
０
０
円
（
当
日
券
）

※
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

垂
水
市
実
行
員
会

　

担
当
：
小
畑

　

☎
０
９
９
４

－
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－

1
8
2
8

　

ど
な
た
で
も
傍
聴
可
能
で
す
。

■
請
願
・
陳
情
の
取
扱
い

　

会
期
中
の
審
査
に
付
す
場
合
は
、
５
月

　

23
日
（
木
）
が
提
出
期
限
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局　

☎
内
線
３
５
８

垂
水
市
振
興
会
美
化
活
動

補
助
金

　

振
興
会
内
の
市
道
、
農
道
ま
た
は
市
管

理
河
川
堤
防
の
除
草
ま
た
は
側
溝
清
掃
を

行
っ
た
振
興
会
へ
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※
国
や
県
、
市
又
は
他
団
体
の
補
助
金
制

　

度
と
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
用
水
路
の
泥
上

　

げ
・
あ
ぜ
道
の
草
刈
り
等
の
い
わ
ゆ
る

　
「
タ
ン
ド
」
作
業
に
つ
い
て
は
対
象
外
と

　

な
り
ま
す
。

■
交
付
額　

参
加
人
数
×
１
５
０
円

※
１
振
興
会
に
つ
き
年
間
上
限
額
は
１
万
円

※
事
前
に
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
実
施

　

後
に
実
績
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

相
談
係

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

1
2
9
5

擁
護
委
員
が
応
じ
ま
す
。
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
や
、
人
権
に
つ
い
て
啓
発
活
動
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

相
談
係

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

1
2
9
5

▼ 霧島森林セラピー定期イベント

霧島市は高いリラックス効果が
科学的に実証された森林と、良
質な関連施設があると認められ
た「森林セラピー基地」に認定
されています。霧島の自然で癒
やされてみませんか。

■日時　５月 18 日（土）

　　　　９時 30 分 ～ 14 時

■集合場所　高千穂河原駐車場

　（霧島市霧島田口 2583-12）

問 ガイドクラブ

　 担当：遠竹 ☎ 090-2084-8129

　 担当：根井 ☎ 090-7920-0254

行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事
や

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
疑
問
・
苦
情

や
意
見
・
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

垂
水
市
で
は
、
総
務
大
臣
委
嘱
の
行
政

相
談
委
員
を
設
け
、
相
談
者
へ
の
助
言
や

関
係
行
政
機
関
に
対
す
る
改
善
の
申
し
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
行
政
相
談
委
員　

神
柱
利
雄
氏

■
時
間　

10
時 

～ 

正
午
（
２
時
間
）

■
場
所　

垂
水
市
市
民
館

※
相
談
所
開
設
日
は
以
下
の
表
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

相
談
係

　

☎
０
９
９
４

－
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相談所開設日

５/ ９（木） 11/ ７（木）

６/ ６（木） 12/12（木）

７/ ４（木） １/ ９（木）

８/ ８（木） ２/ ６（木）

９/12（木） ３/ ６（木）

10/ ３（木） ―

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

垂
水
市
で
は
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

い
た
し
ま
す
。
い
じ
め
や
虐
待
、嫌
が
ら
せ
、

誹
謗
中
傷
や
差
別
等
の
人
権
問
題
で
お
困

り
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
人
権
擁
護
委
員　

相
談
に
は
垂
水
市
長

が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
人
権

相談所開設日 場所

６/18（火） 垂水市市民館

８/20（火） 新城地区公民館

10/ ８（火） 牛根地区公民館

12/10（火） 垂水市市民館

２/18（月） 水之上地区公民館

※ 10 時 ～ 15 時（正午 ～ 13 時は除く）に
　開催します。

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査

　

美
術
品
も
し
く
は
骨
と
う
品
と
し
て
価

値
の
あ
る
古
式
銃
砲
ま
た
は
美
術
品
と
し

て
価
値
の
あ
る
刀
剣
類
を
所
持
す
る
場
合

に
は
、
警
察
署
へ
発
見
届
を
済
ま
せ
た
後
、

鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
が
開
催
す
る
登
録

審
査
会
に
現
物
を
持
参
し
、
登
録
審
査
を

受
け
、
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
の
交
付
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
せ
ず
に
所
持
し
て

い
る
と
、
法
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
ま
す

の
で
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。

■
審
査
日

　

５
月
14
日
（
火
）・
７
月
９
日
（
火
）

　

９
月
10
日
（
火
）・
11
月
12
日
（
火
）

　

令
和
７
年
１
月
14
日
（
火
）

■
時
間

　

10
時
～
15
時

　
（
正
午 

～ 

13
時
は
除
く
）

■
審
査
会
場　

　

鹿
児
島
県
青
少
年
会
館

　

１
階
音
楽
兼
視
聴
覚
室

　
（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１

－

８
）

※
審
査
会
に
は
銃
砲
刀
剣
類
（
現
物
）
の

　

他
に
持
参
す
る
資
料
等
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
教
育
庁　

文
化
財
課

　

☎
０
９
９

－

2
8
6

－

5
3
5
5

催
物

お
知
ら
せ
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マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
で
き
る
年

金
の
手
続
き
が
増
え
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し

て
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の
資
格

取
得
・
種
別
変
更
、
国
民
年
金
免
除
・
納

付
猶
予
お
よ
び
学
生
納
付
特
例
の
電
子
申

請
が
可
能
で
し
た
が
、
さ
ら
に
次
の
手
続

き
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
新
た
に
可
能
と
な
っ
た
手
続
き

〇
国
民
年
金
付
加
保
険
料
納
付

　

申
出
書
・
該
当
届

〇
国
民
年
金
保
険
料

　

産
前
産
後
免
除
該
当
届

〇
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替

　

納
付
申
出
書
（
辞
退
申
出
書
）

■
利
用
方
法

　

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ロ
グ
イ
ン
し
、　

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
年
金
か
ら
お
手
続
き

　

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
に
は
、
マ
イ

　

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
４
桁
の
数
字
の
暗

　

証
番
号
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

市
民
係　

☎
内
線
１
６
３

　

鹿
屋
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
４

－
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－
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2
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▲パソコン版

▲スマホ版

令
和
５
年
度
健
康
ポ
イ
ン
ト
の

交
換
が
始
ま
り
ま
す
！

　

令
和
５
年
度
に
交
付
さ
れ
た
「
垂
水
市
健

康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
」
に
ポ
イ
ン
ト
が
５
ポ

イ
ン
ト
以
上
貯
ま
っ
て
い
る
方
は
、
垂
水
ス

タ
ン
プ
会
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
の
で
、

交
換
期
間
内
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
換
開
始
日　

５
月
15
日
（
水
）

■
時
間　

８
時
30
分 

～ 

17
時
15
分

■
場
所

　

市
民
課
国
保
係
・
新
城
支
所
・
牛
根
支
所

■
持
参
す
る
も
の

・
令
和
５
年
度
垂
水
市

健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

・
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
）

■
交
換
期
限　

９
月
30
日
（
月
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
係　

☎
内
線
１
４
０

令
和
６
年
度
か
ら
医
療
費
通

知
の
通
知
回
数
が
変
更
！

　

垂
水
市
国
保
係
で
は
こ
れ
ま
で
国
保
加

入
世
帯
の
世
帯
主
宛
て
に
年
６
回
医
療
費

通
知
を
発
送
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６

年
度
か
ら
通
知
回
数
を
次
の
と
お
り
変
更

い
た
し
ま
す
。

■
通
知
回
数　

年
２
回

■
発
送
月

　

１
月
（
前
年
１
～
10
月
診
療
分
）

　

３
月
（
前
年
11
～
12
月
診
療
分
）

※
令
和
６
年
度
分
の
通
知
は
令
和
７
年
１

　

月
（
令
和
６
年
１
月
～
10
月
診
療
分
）、

　

令
和
７
年
３
月
（
令
和
６
年
11
月
～
12

　

月
診
療
分
）
の
２
回
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
課　

国
保
係　

☎
内
線
１
６
１

令
和
６
年
度
軽
自
動
車
税
（
種

別
割
）
の
納
付
期
限
と
減
免

手
続

■
納
付
期
限　

５
月
31
日
（
金
）

※
納
税
通
知
書
を
５
月
上
旬
に
発
送
予
定

■
減
免
手
続

　

障
害
者
の
方
が
所
有
者
・
使
用
者
（
納

　

税
義
務
者
）
で
あ
る
軽
自
動
車
は
減
免

　

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
先　

税
務
課　

市
民
税
係

■
申
請
期
限　

５
月
31
日
（
金
）

※
昨
年
度
ま
で
に
減
免
を
受
け
た
方
は
申

　

請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
車
両
に

　

異
動
が
あ
れ
ば
再
申

　

請
が
必
要
で
す
。
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

市
民
税
係

　

☎
内
線
１
３
０
・
１
３
１

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付

　

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
で
運
輸
支
局

に
登
録
さ
れ
て
い
る
、
自
動
車
の
所
有
者

ま
た
は
使
用
者
の
方
に
自
動
車
税
種
別
割

の
納
税
通
知
書
を
発
送
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
納
付
期
限
は
、
５
月
31
日
（
金
）

で
す
。
必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
転
居
の
た
め
納
税
通
知
書
が
届
か
な

い
方
、
納
税
に
つ
い
て
ご
相
談
の
あ
る
方

は
、
鹿
児
島
県
大
隅
地
域
振
興
局
総
務
企

画
部
県
税
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
大
隅
地
域
振
興
局

　

総
務
企
画
部
県
税
課

　

☎
０
９
９
４

－
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－

2
0
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相
続
土
地
国
庫
帰
属
制
度

　

令
和
５
年
４
月
27
日
か
ら
、
所
有
者
不

明
土
地
の
発
生
を
予
防
す
る
観
点
で
、
相

続
ま
た
は
遺
贈
に
よ
っ
て
所
有
権
を
取
得

し
た
土
地
を
手
放
し
て
、
国
庫
に
帰
属
さ

せ
る
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
制
度
利

用
で
き
る
土
地
に
は
一

定
の
要
件
、
費
用
負
担
も

必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
本
局

　

☎
０
９
９

－

2
1
9

－

2
1
1
4

▲詳しくは
　HP から

IT
ビ
ジ
ネ
ス
科【
Ｗ
Ｅ
Ｂ
制
作
】

Ｋ
①
訓
練
生
募
集

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
の
基
本
を
学
び
、
関

係
資
格
の
取
得
を
目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
訓
練
期
間　
（
土
日
・
祝
日
は
休
み
）

　

５
月
24
日
（
金
）
～
10
月
23
日
（
水
）

■
時
間　

９
時 

～ 

16
時

■
会
場　

垂
水
パ
ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル

■
必
要
経
費　

受
講
料
は
無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担

■
募
集
期
限　

５
月
７
日
（
火
）

※
応
募
資
格
等
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鹿
屋

　

☎
０
９
９
４

－

42

－

4
1
3
5

本
町
通
り
会
と
南
本
町
通
り
会

が
合
併
！

　

令
和
６
年
４
月
に
合
併
し
た
中
央
地
区

の
旧
本
町
通
り
会
と
旧
南
本
町
通
り
会
の

新
名
称
が
応
募
総
数
30
件
の
中
か
ら
「
水

の
ま
ち
通
り
会
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
先
：
垂
水
市
商
工
会

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

0
2
2
5

Pick Up
１

①休日集団健診の実施
垂水市では、平日、仕事等で忙しくて特定健診等の受診が難しい人のために、休日集団健診を実施します。
この機会にぜひ、受診してみてはいかがでしょうか。

■ 日程　７月 13 日（土）～ 14 日（日）
■ 時間　８時 30 分～（所要時間は１時間程度）
■ 場所　垂水市文化会館
■ 費用　無料
■ 対象者
　 特定健診　　40 歳～ 74 歳の国保加入者
　 長寿健診　　75 歳以上または 65 ～ 74 歳の方
　　　　　　　 で後期高齢者医療保険の加入者
　 若年者健診　20 歳～ 39 歳の国保加入者
■ 検査内容　
　①身体計測　②血圧　③採血　④検尿　
　⑤問診・診察　⑥心電図　⑦眼底検査　

■ 予約方法　電話またはインターネット
※対象の方は、どなたでも受診可能です

※予約完了後、専用の受診票等がご自宅に届きま
　すので、当日はお忘れなくご持参ください。

■ その他
 　特定健診、長寿健診については、５月７日（火）
　 から市内医療機関でも受診可能です。

予約先：県民総合保健センター
予約期間
　６月３日（月）～６月 14 日（金）
　 （土日除く 9 時～ 17 時）

予約電話番号：0570 ー 048916

②人間ドックの費用助成
垂水市が委託する医療機関で人間ドックを受診される方を対象に、検査費用の一部を助成しています。
希望される方は、市民課国保係で助成券を交付しますので、医療機関をご予約後に予約内容がわかるも
のと被保険者証を持参してお手続きしてください。

■ 対象者　次の条件を全て満たす方

① 30 歳以上の国民健康保険加入者または後期高
　 齢者医療保険加入者であること。

② 国民健康保険税、後期高齢者医療保険料に滞
　 納がないこと。

③ 保険加入期間が６か月以上あること。

④ 人間ドックを受診する年度において、特定健
　 診等を受診しておらず、人間ドックのデータ

　 を健診のデー タとして取り扱うことについて

　 同意をいただける方

■ 助成額　 検査費用の半額（上限 30,000 円）

■ 人間ドック委託医療機関
　 ① 垂水中央病院
 　② 鹿児島厚生連病院健康管理センター
 　③ 南風病院
　 ④ 厚地記念クリニック

問 市民課国保係　☎ 内線 140

▲予約は
　こちら

問 市民課国保係　☎ 内線 140

▲詳しくは
　HP から
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障
が
い
者
巡
回
相
談

　

肝
属
地
区
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
の
相
談
員
が
、
障
が
い
者
福
祉
に

関
す
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

■
開
催
日

　

令
和
６
年
５
月
22
日
（
水
）

　

令
和
６
年
８
月
21
日
（
水
）

　

令
和
６
年
11
月
６
日
（
水
）

　

令
和
７
年
２
月
５
日
（
水
）

■
時
間　

13
時
30
分 

～ 

15
時
30
分 

■
会
場　

垂
水
市
市
民
館

◎
問
い
合
わ
せ
：　

福
祉
課　

障
害
福
祉
係

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

1
1
1
5

障
害
者
委
託
訓
練
生
募
集

（
パ
ソ
コ
ン
事
務
科
）

　

障
害
を
お
持
ち
の
方
で
、
早
期
の
就
職

や
再
就
職
を
目
指
す
方
の
た
め
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
等
の
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
期
限　

６
月
３
日
（
月
）

■
訓
練
期
間　
（
土
日
・
祝
日
は
休
み
）

　

７
月
３
日
（
水
）
～ 

９
月
30
日
（
月
）

■
時
間　

９
時
15
分 

～
14
時
45
分

■
授
業
料　

無
料　

※
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己
負
担

■
場
所

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
愛
・
あ
い
ネ
ッ
ト

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６

－

44

－

2
2
0
6

「
令
和
６
年
全
国
戦
没
者
追
悼

式
」
参
列
遺
族
募
集

　

国
が
主
催
す
る
全
国
戦
没
者
追
悼
式
に

参
列
す
る
遺
族
を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、「
次

世
代
へ
の
継
承
」
の
観
点
か
ら
、
18
歳
未

満
で
参
列
す
る
遺
族
も
募
集
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
15
日
（
木
）

※
前
日
か
ら
団
体
行
動
と
な
り
ま
す
。

■
場
所　

日
本
武
道
館
（
東
京
都
）

■
定
員　

未
定

　
（
申
込
多
数
の
場
合
は
選
考
）

■
対
象　

戦
没
者
の
遺
族
、
一
般
戦
災
死

　

没
者
（
空
襲
等
）
の
遺
族

※
鹿
児
島
県
内
に
住
所
登
録
を
し
て
い
る

　

遺
族
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
参

　

列
し
た
こ
と
が
な
い
方
を
優
先
し
ま
す
。

■
申
込
期
間

　

５
月
１
日
（
水
）
～
31
日
（
金
）

■
申
込
先　

福
祉
課　

地
域
福
祉
係

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

地
域
福
祉
係　

☎
内
線
１
２
６

　

県
庁　

社
会
福
祉
課　

調
査
援
護
係

　

☎
０
９
９

－

2
8
6

－

2
8
3
0

胃
が
ん
検
診

腹
部
超
音
波
検
診

■
対
象　

40
歳
以
上
の
受
診
希
望
者

■
受
付　

午
前
８
時
～
午
前
９
時

■
検
診
料

　

各
検
診
１
０
０
０
円

※
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
と
70
歳
以
上

　

の
方
は
無
料

■
注
意
事
項

①
治
療
中
の
方
、
妊
娠
中
の
方
お
よ
び
胃
・

　

十
二
指
腸
を
切
除
し
た
方
は
、
受
診
で

　

き
ま
せ
ん
。

②
検
診
当
日
は
、
食
事
や
喫
煙
は
禁
止
で

　

す
が
検
査
１
時
間
前
ま
で
に
コ
ッ
プ
１

　

杯
ま
で
の
水
（
水
以
外
は
不
可
）
は
お

　

飲
み
に
な
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

③
薬
を
服
用
し
た
方
は
、
服
用
か
ら
１
時

　

間
経
過
し
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
の

　

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
ス
リ
ン
を
含
む
糖
尿
病
治
療
薬
服

　

用
後
は
、
受
診
不
可
で
す
。

④
検
診
時
の
服
装
は
、
金
具
・
ボ
タ
ン
・

　

プ
リ
ン
ト
等
の
な
い
服
装
で
受
診
し
て

　

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
貴
金
属
は
外
し
て

　

く
だ
さ
い
。

受診率が
下がっています。

受診をお願い
いたします！

実施日 会場 胃がん検診 腹部超音波検診

5/15（水）

垂水市市民館

● ●

5/16（木） ● ●

5/17（金） ● ●

5/18（土） ● ●

5/20（月） 新城地区公民館 ● ●

5/21（火） 牛根地区公民館 ● ●

5/22（水） 柊原地区公民館 ● ×
5/23（木） 水之上三和センター ● ×
5/24（金） 協和地区公民館 ● ×

▼胃がん検診・腹部超音波検診の日程

問 保健課　健康増進係　☎ 内線 121・138

保
健
・
福
祉

がん患者支援事業のご案内
　垂水市では、がん患者の方へさまざまな支援を行っております。
詳しくは、垂水市のホームページ（右記 QR コード）をご確認ください。

問 保健課　健康増進係　☎ 内線 138

事業名 内容 対象年齢 対象経費 上限額

若年末期がん
療養支援

介護保険サービスを受給でき
ない若年末期がん患者が自宅
で療養する際の生活支援事業

０～ 19 歳 居宅サービス ５万円（月額）

20 ～ 39 歳

居宅サービス
福祉サービス

８万円（月額）

福祉用具購入 ５万円（月額）

０～ 39 歳
認定にかかる
医師の意見書

５千円

造血細胞移植後
ワクチン再接種
費用助成事業

造血細胞移植を行った患者に
対するワクチン再接種費用を
助成する事業

０～ 19 歳
再接種ワクチン

費用
費用全額

がん患者
ウィッグ購入
費用助成事業

がん患者が購入する医療用
ウィッグの購入費用の一部を
助成する事業

制限なし
医療用ウィッグ

１台、１回／１人
２万円

アピアランスケア
※ 1

乳がん等の手術などによるあとが目立たないように、専用の入浴着（入浴用肌着）
を着用した入浴を希望される方がいらっしゃいます。
入浴着に関して、入浴施設の事業者、従業員、入浴施設を利用される皆様のご
理解とご配慮をお願いいたします。

詳しくは、
こちら

※ 1 がん治療に伴う外見の変化に関する支援

垂
水
市
シ
ニ
ア
カ
ー
購
入
費

補
助
金

　

垂
水
市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
移

動
手
段
を
確
保
し
、
健
康
の
維
持
増
進
と

自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和

６
年
度
か
ら
シ
ニ
ア
カ
ー
の
購
入
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者
（
す
べ
て
に
該
当
す
る
人
）

①
75
歳
以
上
の
垂
水
市
民
で
運
転
免
許
証

　

を
所
有
し
て
い
な
い
人

②
要
介
護
２
～
５
の
認
定
が
な
い
人

③
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　

の
対
象
者
の
基
準
に
該
当
す
る
人

④
本
人
お
よ
び
世
帯
員
に
市
税
等
の
滞
納

　

が
な
い
人

■
補
助
金
額

　

購
入
費
の
１
／
２
以
内
（
上
限
10
万
円
）

※
本
体
が
日
本
産
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）

　

Ｔ
９
２
０
８
に
該
当
す
る
も
の

■
補
助
の
条
件

①
補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
購
入
し
た
も

　

の
が
対
象

※
必
ず
購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

②
損
害
賠
償
保
険
へ
の
加
入

③
購
入
後
３
年
間
は
譲
渡
、
交
換
、
売
却

　

廃
棄
等
を
禁
止

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課　

地
域
包
括
ケ
ア
係

　

☎
０
９
９
４

－

32

－

5
1
1
1

受診された方には、
健康ポイントが
５ポイントずつ
付与されます！

Pick Up
2
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麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

２
期
の
予
防
接
種

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
２
期
の

予
防
接
種
は
、
保
育
園
お
よ
び
幼
稚
園
等
の

年
長
と
な
る
児
童
を
対
象
と
し
た
予
防
接

種
で
す
。
定
期
接
種
と
し
て
無
料
で
受
け

ら
れ
る
期
間
は
１
年
間
の
み
と
な
り
ま
す
。

接
種
期
間
内
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

平
成
30
年
４
月
２
日 

～

　

平
成
31
年
４
月
１
日
ま
で
の
間
に

　

生
ま
れ
た
児
童

■
接
種
期
間

　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

■
市
内
接
種
機
関　
（
要
事
前
予
約
）

・
桑
波
田
診
療
所

・
東
内
科
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
ふ
く
ま
る
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
よ
し
と
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

■
持
参
す
る
も
の

　

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
予
診
票
ま
た
は
母
子
健
康
手
帳
を
忘
れ

　

た
場
合
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

※
市
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ

　

る
方
は
、
健
康
増
進
係
ま
で
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

健
康
増
進
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

予
防
接
種

　

公
費
で
接
種
で
き
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

は
、
２
価
ワ
ク
チ
ン
（
サ
ー
バ
リ
ッ
ク
ス
）、

４
価
ワ
ク
チ
ン
（
ガ
ー
ダ
シ
ル
）、
９
価
ワ

ク
チ
ン
（
シ
ル
ガ
ー
ド
）
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。
対
象
者
に
は
、
予
診
票
お
よ
び
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
発
送
し
ま
す
。
な
お
、
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
令
和
５
年
４
月
以

降
発
行
の
予
診
票
を
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

①
小
学
６
年
生
～
高
校
１
年
生
の
女
子

※
小
学
６
年
生
の
女
子
は
令
和
７
年
度
（
中

　

学
１
年
生
時
）
に
発
送
い
た
し
ま
す
。

　

希
望
者
は
今
年
度
接
種
す
る
こ
と
も
可

　

能
で
す
。

②
平
成
９
年
度
～
平
成
19
年
度

　

生
ま
れ
の
女
性

※
積
極
的
な
勧
奨
の
差
し
控
え
に
よ
り
接

　

種
の
機
会
を
逃
し
た
方

■
接
種
期
間

　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

■
接
種
費
用　

無
料

※
詳
し
く
は
発
送
さ
れ
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

　

等
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

健
康
増
進
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

成
人
用
（
高
齢
者
用
）

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
定
期
接
種
の
対
象

者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
対
象
者
に
は
、

順
次
、
予
診
票
お
よ
び
説
明
書
を
発
送
い

た
し
ま
す
。
な
お
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る

方
は
必
ず
予
診
票
を
持
っ
て
医
療
機
関
で

の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
対
象
者

①
垂
水
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
65
歳
の
方

②
垂
水
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
60
～
64

　

歳
で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
に
障
害
が

　

あ
り
、
身
の
回
り
の
生
活
を
極
度
に
制

　

限
さ
れ
る
方

③
垂
水
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
60
～
64

　

歳
で
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

　

免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ
り
、
日
常
生

　

活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方

■
接
種
費
用　

　

接
種
料
金
か
ら
３
０
０
０
円
を
差
し
引

　

い
た
金
額

※
接
種
料
金
は
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り

　

ま
す
の
で
、
各
医
療
機
関
へ
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
発
送
さ
れ
る
説
明
書
等
を
ご

　

確
認
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

健
康
増
進
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
助
成

　

お
た
ふ
く
か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

助
成
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
対
象
の
方

に
送
付
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

垂
水
市
民
の
方
で
接
種
日
に

①
１
歳
以
上
２
歳
未
満
の
方

②
５
歳
以
上
７
歳
未
満
で
、
小
学
校
就
学

　

１
年
前
の
方

■
対
象
期
間

　

令
和
６
年
４
月
１
日
（
月
）
～

　

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

■
助
成
額

　

上
限
４
０
０
０
円
（
各
年
代
１
回
）

■
市
内
接
種
機
関　
（
要
事
前
予
約
）

・
東
内
科
小
児
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
ふ
く
ま
る
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
よ
し
と
み
ク
リ
ニ
ッ
ク

※
市
内
医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、
接
種
費

　

用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た
自
己
負

　

担
分
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
市
外
医
療
機
関
で
の
接
種
も
助
成
対
象

　

と
な
り
ま
す
。
お
手
続
き
方
法
な
ど
の

　

詳
細
は
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、

　

保
健
課
健
康
増
進
係
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の　

母
子
健
康
手
帳

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

健
康
増
進
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

５
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
新
し
く
５
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
が
定
期
接
種
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
対
象
者
に
は
、
順
次
、
予
診
票
お

よ
び
説
明
書
を
発
送
い
た
し
ま
す
。
な
お
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
送
付
さ
れ
る
説

明
書
ま
た
は
垂
水
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
５
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
と
は

　

従
来
の
４
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
百
日
せ

　

き
、
破
傷
風
、
ジ
フ
テ
リ
ア
、
ポ
リ
オ
）

　

に
肺
炎
な
ど
を
引
き
起
こ
す
ヒ
ブ
感
染

　

症
を
加
え
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

健
康
増
進
係

　

☎
内
線
１
３
８
・
１
６
４

乳
幼
児
用
紙
お
む
つ
回
収

　

子
育
て
支
援
の
取
組
み
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
た
乳
幼
児
用
紙
お
む
つ
回
収
ボ
ッ
ク
ス

を
牛
根
支
所
、
新
城
支
所
に
も
新
た
に
設

置
い
た
し
ま
し
た
。

　

ご
自
宅
の
最
寄
り
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
だ

け
で
な
く
、
市
外
に
お
出
か
け
の
際
に
牛

根
支
所
や
新
城
支
所
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
利
用
の
際
は
、
次
の
基
本
ル
ー

ル
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

■
基
本
ル
ー
ル

①
紙
お
む
つ
を
捨
て
る
際
は
、
必
ず
ビ
ニ
ー

　

ル
袋
に
ま
と
め
て
入
れ
て
か
ら
、
回
収

　

ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

②
乳
幼
児
用
紙
お
む
つ
専
用
の
回
収
ボ
ッ

　

ク
ス
で
す
の
で
、
乳
幼
児
用
紙
お
む
つ

　

以
外
の
ご
み
（
家
庭
ご
み
等
）
を
入
れ

　

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
課　

子
育
て
支
援
係

　

☎
内
線
１
２
４

▲ 牛根支所の紙おむつ回収ボックス▲ 新城支所の紙おむつ回収ボックス

低所得者の子育て世帯への加算
　令和５年 12 月 1 日時点（以下「基準日」といいます）で垂水市に住民登録があること（令和５年 12
月２日以降生まれの新生児を含む）を要件に、令和 5 年度住民税非課税世帯および令和 5 年度均等割の
み課税世帯への給付に、当該世帯において扶養されている 18 歳以下の児童 1 人当たり 5 万円を加算し
て支給しています。

■ 支給額　児童 1 人当たり５万円

■ 支給方法　口座振込

■ 支給対象者　
　① 住民税非課税世帯（令和６年３月支給済み）

　　 住民税非課税世帯に対する給付金（７万円）
　　 を受給された世帯

　② 住民税均等割のみ課税世帯

　　 （令和６年３月に一部の対象者へは支給済み）

　　 住民税均等割のみ課税世帯に対する給付金
　　 （10 万円）を受給される（された）世帯

■ 申請方法　
　 原則申請の必要はありません。対象となる世
　 帯にはお知らせを送付します。ただし、次の

　 世帯は申請が必要となる場合がありますので、
　 下記までお問い合わせください。
・基準日時点で、別住所に児童がいる世帯
・令和５年 12 月２日から令和６年３月 31 日ま

での間に生まれた児童

■ 申請期限　８月 30 日（金）

■ 注意事項　
・他市町村で既に支給を受けた世帯は対象外とな

ります。

・給付金の支給後、修正申告等により支給要件に
該当しないことが判明した場合、返還の必要が
生じます。

問 保健課　子育て支援係　☎ 内線 124
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広報たるみずお便り

読者の
思い いつもお便り

ありがとう
ございます！

お便り＆市長へのメッセージ

１広報誌を読んだご感想や、市長・市政に対するメッセージなど何でも好きなことをお書きください。

２お便りを紙面内でご紹介させていただいてもよろしいですか？　　　　  （　はい　・　いいえ　）
　※ペンネーム記載の方はペンネームで、ご本名のみ記載の方はイニシャルでご紹介させていただきます。

※お便りはＷＥＢサイト
　からでも受付可能！
広報誌へのお便りは、垂水

市公式 WEB サイトからでも

お送りいただけます！お便

りお待ちしております！

◎垂水市公式 WEB サイト

　⇒市政の動き ⇒広報・広聴

　⇒広報誌 ⇒広報誌お便り

広報たるみずでは、皆様からのお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方の中から、抽選で素敵なプレゼントが当たります！

（詳しくは裏面をご覧ください。）
※個人情報の取扱い
個人情報は、お便りのご紹介、プレゼントの発送及び統計資料作成以外の目的では使用いたしません。

毎
月
初
め
に
届
く
、
広
報
誌
を
楽
し

く
拝
読
し
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、

垂
水
市
で
は
令
和
６
年
度
か
ら
子
育
て
支

援
事
業
の
一
環
と
し
て
、
子
供
医
療
費
窓

口
負
担
ゼ
ロ
、
０
～
２
歳
児
の
保
育
料
無

料
化
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ま
た
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
に
は
、
乳

幼
児
お
む
つ
回
収
ボ
ッ
ク
ス
も
設
置
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
街
で
子
供
を
育
て
て
い
る

身
と
し
て
、
子
供
の
数
は
少
な
い
も
の
の
、

市
政
が
非
常
に
子
育
て
世
帯
に
寄
り
添
っ

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

優
し
く
話
を
聞
き
助
言
を
下
さ
る
乳
幼
児

検
診
は
日
々
育
児
の
支
え
と
な
り
、
数
年

前
は
古
び
て
い
た
公
園
の
遊
具
は
安
全
に

配
慮
さ
れ
た
も
の
に
建
て
替
え
ら
れ
、
日
々

の
暮
ら
し
が
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
夫
婦
で
「
垂
水
市
で
子
育
て
で

き
て
よ
か
っ
た
ね
」
と
振
り
返
る
こ
と
が

で
き
る
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
感
謝
で
す
。

（
垂
水
市
在
住
／
さ
く
ら
マ
マ
さ
ん
）

　　
　
　
　
　
　
▼

　

垂
水
市
で
は
、
さ
く
ら
マ
マ
さ
ん
が
書

い
て
く
だ
さ
っ
た
事
業
以
外
に
も
多
く
子

育
て
支
援
の
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
令
和
５
年
度
の
２
学
期
か
ら

は
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
等

を
目
的
に
小
中
学
校
の
給
食
費
を
無
償
化

し
て
い
ま
す
。
垂
水
市
の
学
校
給
食
は
、

地
元
の
食
材
を
多
く
取
り
入
れ
て
お
り
、

過
去
に
は
全
国
学
校
給
食
甲
子
園
と
い
う

全
国
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る
等
外

部
か
ら
の
評
価
の
高
い
も
の
で
す
。『
安
心
・

安
全
な
学
校
給
食
』
を
提
供
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
や
、
心
身
の
健
全
な

発
達
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

『
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切
れ
目
の

な
い
支
援
』
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

楽
し
み
の
広
報
誌
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
桜
島
に
雪
が
積
も
っ
た

の
で
す
ネ
!!
壮
大
な
写
真
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
思
い
を
は
せ
て
見
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
今
回
、
一
万
田
妙
先
生
、

96
歳
で
お
元
気
に
な
さ
っ
て
お
ら
れ
る
事

を
知
る
事
が
で
き
、
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

中
学
生
３
年
間
体
育
で
、
愛
情
溢
れ
る
先

生
で
楽
し
く
き
び
し
く
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
個
展
を
開
か
れ
る
と
の
事
、
素
晴

ら
し
い
。
お
元
気
で
お
過
ご
し
し
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。
会
い
た
い
で
す
。
田
舎

に
帰
省
す
る
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

（
大
阪
府
在
住
／
タ
ミ
ー
さ
ん
）

３
月
16
日
、
垂
水
市
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
個
展
「
一
万
田
妙
（
旧
姓

梅
木
）
木
目
込
み
人
形
・
古
布
人
形
」
の

世
界
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参

加
し
、
感
動
の
余
り
涙
が
出
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
理
由
は
、
今
回
の
個
展
の
企

画
は
昭
和
42
年
に
垂
水
南
中
学
校
を
卒
業

さ
れ
た
教
え
子
達
が
有
志
と
な
り
、
96
歳

の
恩
師
が
68
年
間
作
り
続
け
て
来
ら
れ
た

人
形
展
を
開
催
さ
れ
た
か
ら
で
す
。
発
起

人
の
代
表
の
長
濱
元
副
市
長
さ
ん
の
あ
い

さ
つ
の
中
で
「
先
生
が
同
窓
会
に
出
席
さ

れ
る
た
び
に
教
え
子
達
に
作
っ
て
く
だ
さ

る
人
形
を
通
し
て
恩
師
と
教
え
子
の
絆
は

さ
ら
に
強
く
、
何
よ
り
も
人
を
大
切
に
す

る
心
を
教
え
て
く
だ
さ
る
先
生
は
、
人
生

の
師
匠
さ
ん
で
あ
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
卒
業
後
、
今
で
も
そ
の
絆
が
深
い

こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
あ

と
垂
水
市
出
身
で
元
高
校
の
音
楽
の
先
生

を
さ
れ
て
い
た
藤
尾
先
生
の
無
縁
坂
の
歌

声
が
心
に
響
き
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
が
立
ち
上
が
っ
て
ふ
る
さ
と

の
曲
を
合
唱
し
た
時
に
は
、
多
く
の
皆
さ

ん
の
目
が
潤
ん
で
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
感
動
的
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

は
私
が
住
ん
で
る
鹿
屋
市
で
は
経
験
が
な

く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

垂
水
市
は
毎
年
い
ろ
い
ろ
な
取
組
み
を
さ

れ
て
お
り
、
参
加
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

そ
し
て
、
一
万
田
先
生
が
丹
精
込
め
て

作
ら
れ
た
多
く
の
人
形
に
癒
さ
れ
、
先
生

の
優
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う

に
た
く
さ
ん
の
木
目
込
み
人
形
を
見
た
の

は
初
め
て
で
し
た
の
で
と
て
も
感
動
し
、

先
生
か
ら
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
垂

水
に
は
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
が
お
ら
れ
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
個
展
を

企
画
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
そ
し
て
一
万
田
先

生
た
く
さ
ん
の
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
鹿
屋
市
在
住
／

  

お
花
大
好
き
お
ば
ち
ゃ
ん
さ
ん
）

　　
　
　
　
　
　
▼

　

私
は
、
今
回
の
取
材
で
、
初
め
て
木
目

込
み
人
形
・
古
布
人
形
を
目
に
し
ま
し
た
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品
の
パ
ー
ツ
が
細
か

く
、
一
万
田
先
生
の
熟
練
の
技
が
織
り
だ

す
作
品
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

干
支
の
動
物
や
雛
人
形
等
、
ど
の
作
品
も

一
万
田
先
生
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

鑑
賞
し
て
い
る
と
温
か
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
際
も

多
く
の
教
え
子
の
皆
さ
ん
が
来
場
さ
れ
、

一
万
田
先
生
の
周
り
を
囲
み
笑
顔
が
あ
ふ

れ
て
い
ま
し
た
。
後
日
、
改
め
て
取
材
に

伺
っ
た
際
も
多
く
の
教
え
子
の
皆
さ
ん
が

来
場
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
万
田
先
生
の

優
し
い
人
柄
と
教
え
子
た
ち
へ
の
愛
が
生

ん
だ
絆
が
個
展
の
開
催
へ
と
繋
が
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
の
取
材
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

『
人
と
の
出
会
い
は
、
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
』
と
い
う
こ
と
で
す
。
教
え
子
の

皆
さ
ん
は
、
一
万
田
先
生
に
勉
学
以
外
の

人
生
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
を
教
わ
り
ま

し
た
。
一
方
、
一
万
田
先
生
は
教
え
子
の

皆
さ
ん
の
企
画
・
運
営
に
よ
り
、
作
品
を

多
く
の
来
場
者
へ
作
品
を
発
表
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
万
田
先
生
と
教
え
子
さ

ん
た
ち
の
ご
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
個
展
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
一
万
田
先
生
の
個
展
に
関
す
る

詳
細
は
、
本
誌
27
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲ 一万田先生の作品
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郵送の際は
お手数ですが
63円切手を

お貼りください。
目安箱への投函の
際は切手は不要。

8 9 1 2 1 9 ２

鹿児島県垂水市上町 114 番地
垂水市役所　企画政策課
広報たるみず担当者宛（秘書広報係内）

市外局番

◎ご住所

◎ご氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　  ◎ペンネーム　　　　　　　 ◎年齢　　　　　　◎性別

◎電話

◎アンケート：好きな記事を３つ○でお選びください。

◎ご希望
プレゼント番号

※ご希望番号に○をしてください。
　ご希望の方は必ず氏名・住所・
　連絡先をご記入ください。（　　   ）　　－

男　・　女歳

都道
府県

市区
郡

↓お手数ですが、切り取ってご利用ください。

※個人情報の取扱い
個人情報は、お便りのご紹

介、プレゼントの発送及び

統計資料作成以外の目的で

は使用いたしません。

※お便りはＷＥＢサイト
　からでも受付可能！
広報誌へのお便りは、垂水

市公式WEB サイトからでも

お送りいただけます！お便

りお待ちしております！

◎垂水市公式 WEB サイト
　⇒市政の動き ⇒広報・広聴
　⇒広報誌　 　⇒広報誌お便り

　１　特集　２　ポストカード　３　シネマ　４　NEWS　５　絶妙景観　６　図書館へようこそ！
　７　まちの話題　８　プレゼント　９　食改キッチン　10　歴史・文化　11　GIGA スクール通信

１・２ 

垂水市では、広報誌のご感想や市長へのメッセージなど読者の皆様からのお便りをお待ちしております。
■お便り先　　〒 891-2192　鹿児島県垂水市上町 114　広報誌お便り係（垂水市企画政策課秘書広報係）
■お便り方法　下の様式をご利用の上、郵送又は本庁舎１階目安箱へお入れください。なお様式は、官製ハガキ等でも受け付けており
　　　　　　　ますが、プレゼントをご希望される方は、下の様式と同様の内容（氏名・年齢・住所・連絡先・アンケート回答・ご意見）
　　　　　　　の全てをご記入ください。ご記入が無い場合は、プレゼント抽選の対象外となりますのでご注意ください。
■ご紹介　　　お便りは、個人を特定できる情報を削除し、要約して広報誌でご紹介させていただく場合があります。
　　　　　　　また、そのお返事も掲載させていただきます。

※プレゼント当選者は抽選の上決定し、その発表は、発送・直接のお届けをもってかえさせていただきます。

お便り＆市長へのメッセージ＆プレゼント

広報５月号

応募締切：発行月の 27 日

① 樵のわけ前 1117　900ml × 12 本［１名様］
　株式会社桜島の PH8.8 の弱アルカリ性で、柔らかく口
あたりが優しい天然水です。地下 1117m から採水した硬
度 2mg ／ L の超軟水で、そのままの飲用はもちろん、割
り水やお料理にも最適です。モンドセレクション「最高金
賞」等、各コンクールでも優秀な成績を収めています。

② 撥水本革 かさぴったん　２個［１名様］
　nicori の雨の日に車の屋根にピタッとくっついて、傘を
固定してくれるお役立ちアイテムが出来ました。傘を固定
するのが難しく、落ちたり風で飛んだりしていつのまにか
びっしょりなっちゃいますよね。そんな時にこれがあれ
ば、荷物を出し入れする時等とっても活躍してくれます。

◎うぶ声（令和６年３月届出分）

出生児 保護者 振興会

松尾　律
り つ き

輝 祐輝 県営住宅

吉田　充
み つ き

希 秀斗 敷根町

蛭川　湊
そうすけ

亮 康亮 下宮町

倉元　彩
あ や ね

寧 美穂 浜１

◎おくやみ（令和６年３月届出分）

氏名 歳 振興会 喪主名

松﨑　ヨシエ 87 小中野 松﨑　康用

迫田　豊 74 下松原 迫田　ひろ子

黒岩　美智子 87 大浜上 黒岩　昭子

和田　秀治 63 西和田 和田　和子

中村　ヒデ子 88 中村 中村　幹人

宮迫　力 86 下俣江 宮迫　千代子

中村　トシ 101 下水之上 濵田　和子

◎おくやみ（続き）

氏名 歳 振興会 喪主名

田村　スジ 101 二川 田村　貴志

坂元　浩子 61 上ノ宮 坂元　エミ

岩重　彰 84 葛迫 岩重　公一郎

北方　重雄 93 錦町 北方　文子

宮地　八重子 88 浜１ 宮地　德幸

小平　正信 81 下福町 小平　セツ子

靏田　ひで子 75 中元垂水２ 靏田　明男

山村　悦子 76 浦川内下 山村　敏葊

小畑　道子 81 今川原 小畑　稔

西川　葊夫 83 城山団地 西川　スマ

森　勇子 76 小中野 森　義文

森永　麭雄 93 下中馬場 森永　雄一

財津　光枝 94 上後馬場 財津　和文

上國料　利子 89 潮彩町 中馬　美代子

森　ミツ子 89 田村 森　幸太郎

戸越　勝子 80 感王寺 戸越　俊一

◎道の駅たるみず湯っ足り館休館日
　５月 15 日（水）※毎月第３水曜日が休館となります。

実施日 時間 会場

5/22
（水）

9:10 ～ 9:25 新城麓公民館

9:35 ～ 9:55 新城支所

10:05 ～ 10:15 浦川内公民館

10:25 ～ 10:35 旧垂水南中駐車場

10:45 ～ 11:05 柊原地区公民館

11:15 ～ 11:25 柊原小学校入口

11:40 ～ 11:50 上本城（本城跡入口）

13:00 ～ 13:20 三和センター

13:30 ～ 13:40 今川原公民館

13:50 ～ 14:00 新光寺橋前

14:10 ～ 14:20 内之野橋前

15:00 ～ 15:10 大野地区公民館

15:25 ～ 15:35 垂桜公民館

5/23
（木）

9:10 ～ 9:30 浜平駅跡

9:40 ～ 10:00 潮彩町公園

10:10 ～ 10:25 海岸公園入口

10:35 ～ 10:50 下宮神社

11:00 ～ 11:20 鉄道公園駐車場

11:30 ～ 11:40 城山市営住宅前

実施日 時間 会場

5/23
（木）

13:00 ～ 13:20 下原田公民館

13:30 ～ 13:40 田上三又路

13:50 ～ 14:00 野久妻三又路

14:10 ～ 14:20 中市木公民館

14:30 ～ 14:40 下市木公民館

14:50 ～ 15:00 新田神社前

15:10 ～ 15:20 川崎地区運動公園

5/24
（金）

9:10 ～ 9:30 中俣公民館

9:40 ～ 9:55 協和地区公民館

10:05 ～ 10:15 菅原神社前

10:25 ～ 10:35 脇登三又路

10:45 ～ 10:55 小浜橋前

11:05 ～ 11:15 牛根麓公民館

11:25 ～ 11:35 辺田駅跡

13:00 ～ 13:10 中浜公民館

13:30 ～ 13:45 境地区公民館

13:55 ～ 14:05 浮津公民館

14:15 ～ 14:25 飯牟礼神社前

14:35 ～ 14:55 二川公民館

15:25 ～ 15:35 岳野公民館

犬の登録と
狂犬病予防注射の実施
■対象
　生後 91 日以上で、今年４月以
　降に狂犬病予防注射を受けてい
　ない犬

■必要書類　通知書（登録犬のみ）

■料金　3,400 円

　※未登録の場合、別途 3,000 円

■お願い　
①通知書を必ず持参してください。

②釣銭のないようにお願いします。
※右記日程の都合が悪い方は、
　動物病院等を受診してください。

※飼犬の死亡や飼主の氏名・住所の変
　更があった場合は、届出が必要です
　ので、生活環境課へご連絡ください。

問 生活環境課　環境衛生係
　 ☎ 32-1297

Tarumizu
Important
Information 垂水市の大切な情報のプラス１をお届けします。
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■ コスト

 ページ単価2.30円（税別）

 本号 48 ページ

 コスト　122 円

■ 定期購読

　 市外在住の方を対象に、

　 ご自宅に毎月お届けす

　 る定期購読を行ってお

　 ります。詳細はお問い

　 合わせください。

　（年間購読料 1,500 円）

■ ふるさと納税

　市外在住者の皆様か

　らのふるさと納税を

　お待ちしております

■ 写真差し上げます！

　広報誌に掲載した写真を差し上げ

　ます。 ご連絡ください。

　❶ 総人口／ 12,573 人（-85）
　❷ 世帯数／ 6,330 世帯（+8）
　❸ 男性／ 5,852 人（-22）
　❹ 女性／ 6,721 人（-63）

卸売市場休業日

　❶ 軽自動車税（種別割）
　❷ 固定資産税／第１期
　❸ 住宅使用料／５月分
　❹ 介護保険料／第２期

農林課 ☎内線 240

休日在宅当番医・薬局 保健課 ☎内線 138

※総人口増減
　自然増減（-29）
　社会増減（-56）
※（　）は前月比

推計人口 企画政策課 ☎内線 245４月１日現在 

計 10 日

※５月分納期限
　５月 31 日（金）
※必ず期限内に
　お支払いください

　 5 月 3 日（金） 5 月 4 日（土） 5 月 5 日（日）

　 5 月 8 日（水） 5 月 12 日（日） 5 月 15 日（水）

　 5 月 19 日（日） 5 月 22 日（水） 5 月 26 日（日）

　 5 月 29 日（水）

　❶ 新城・柊原・牛根地区（第 1 火曜）

　　 ５月 7 日（火）

　❷ 上記以外の地区（第 2・4 火曜）

　　 ５月 14 日（火）　５月 28 日（火）

日程 病院名 連絡先 薬局名 連絡先

5 月 3 日（金・祝） 池田温泉クリニック 32-6161 アルファー薬局 32-6400

5 月 4 日（土・祝） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 5 日（日・祝） ふくまる皮フ科 32-7771 ヘルシー薬局垂水店 32-9022

5 月 6 日（月・祝） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 12 日（日） 相良整形外科 31-3081 ※ライフ薬局の一時休診に伴い、この日における当番薬局はありません。
　なお、この日は相良整形外科にて院内処方で対応します。

5 月 19 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

5 月 26 日（日） 東内科小児科クリニック 32-5522 いちご薬局 32-3656

6 月 2 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

6 月 9 日（日） 池田温泉クリニック 32-6161 アルファー薬局 32-6400

6 月 16 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

6 月 23 日（日） 垂水中央病院 32-5211 垂水市民薬局 31-3737

6 月 30 日（日） 東内科小児科クリニック 32-5522 いちご薬局 32-3656

納税・使用料・保険料 税務課 ☎内線 136

桜島の火山灰収集日 土木課 ☎内線 350
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